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回
レースを終わって

レース委員長宮坂敬三

昨年は台風の余波もあってAコース,B

コース合わせてフイニッシュしたのは66艇

て誤あったが，今年はエントリー176艇，ス

タートは165艇て需あった。

内訳はAコースのIOR/JOR=54,

IMS=9,BコースのIOR/JOR=

8,CR=93,オープン参加のカタマラン

＝1で､あった。リタイアはマストの切断に

よるl艇を含み13艇て譲あった。

『鳥羽レース」らしいスピンランはな

かったものの適当な風もあり,Aコースの

“う。リマ”が7月28日15時51分46秒に

ファーストフイニッシュしおよそ24時間

フィニッシュカウントの作業が続き，7月

29日17時8分40秒にAコースの“サンピー

のも今年が始めてであった。150艇を越え

たフリートの場合，同時スタートには技術

的にも，安全面からいっても限界に来てい

ると判断したからである。幸い会員からも

賛同をいただき，これで､よかったと考えて

いる。参加艇が多くなるにつれて運営も

段々難しくなるのは覚悟しているものの，

参加者側にも理解と協力をより一層お願い

せざるを得ないと考えている。

スタート以前の問題としては受付，艇長

会議て繍あるが，各艇力事前に準備し，時間

を守ればトラブルは無いはずである。書類

上の事はすべて解決してからスタートライ

ンにつくべきであり，参加者のマナーとIへ
瀞

て運営側に協力を願いたい。

コースについてはAコースはIOR/J

OR及びIMSとし,BコースはCRのみ

としたらどうかという意見もある。もっと

ムII"がフィニッシュしてレースを終了し

た。

大きなトラブルもなく終了出来たのはス

タート担当の東海支部，受入れ側の関東支

部の関係者，各団体の協力が得られたから

て需あり深く感謝している。又、今年は始め

ての試みとして途中の駿河湾支部にも協力

を依頼し，浜名湖の新居准面山舗巷にコミッ

テイのブランチを設置してもらった。昨年

のトラブルの反省から，協会内での情報の

収集リタイア艇の掌握が主な仕事であっ

たが，レース展開の情報が速やかに入り，

本部としては非常に助けられ，感謝してい

る。来年からもこのシステムを継続して行

きたいと考えている。

スタートをAコース,Bコースに分けた
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もな意見である力蚤最近はレースも多樹こし

ておりクラブのレースである以上，最終的

には会員力選んで決めるべきであると考え

ている。実行委員会としてはこうした会員

の意見をアンテナを高くしてとり込んで行

きたいと考えている。

今年のフィニッシュは昨年に続き城ケ島

とした。三浦市のサーブ'90の協力もあり

泊地としては難もあったが，将来の事を考

えると必要なステップであると考えている。

小網代沖の定置網の事を考えると．特に

鳥羽側レポート
へ東海支部広報委員会河内道夫

その時鳥羽の海は，我々の待ちこがれて

いた『マリン・リゾート」に変身し，国際

リゾートとして姿を現した様に思われた。

鳥羽・佐田浜の泊地をテンダーで一回り

してみておどろいた。大型艇がいっぱい

で，まるで外国の泊地にいる様な雰囲気

だった。

“う。リマ”“ロシナンテ”“オパビニ

ア”“ヒカリ”“ブラックシーフ戯，“ラビ

アンローズヲ，等，外国船籍の艇も見られる

様に，まさに大型化の一途をたどっている

ことを顕著に示していた。

昨年，台風の影響を受け佐田浜の泊地で

は，湾の西側，本部前の船のアンカーカ流

れ，移動したりアンカーを入れ直したり大

変でした。

へ今年は，昨年よりさらに参加艇が増え，

また，旧国民宿舎「あらみ荘」のポンツー

ンほかが一切使えないなど，泊地の刑箇呆に

奔走した。鳥羽市の協力により，泊地に

マーク・ブイを入れたこと，テンタ争一・

サービスを実施したことにより，少しでも

参加艇の皆さんに喜んでいただけたでしょ

うか。

来年，さらに参加漣増えることが予想

されること，およびいってゞも誰で､もヨット

で鳥羽を訪れることができることがこれか

らの海洋観光都市としては必要不可欠であ

り，安心して留められる恒久的なポンツー

ンの設置等を要望したい。

一方，利用する側としては，迷惑をかけ

ないことを基本にモラルを持った行動が望

まれる。

遠方からの参加艇には親切なフィニッシュ

ラインが引けたと考えている。

今年の反省点の一つとしては始めて参加

する艇に対し，ルールの解説をしてあげた

方が良いということである。このレースの

性格上新しい人も多いと思うので来年から

はルール委員会の協力を得ながら，ぜひ実

現したいと考えている。

成績は別載の通りであるが，来年も会員

と一体となった楽しく，中味の濃いレース

になるよう努力したいと思っている。
"ブラックシープ，、“ロシナンテ”の外国船籍大型艇団

(撮影,･東海支部広報委員会左ページ写真とも）

て､あり，いつまでも続けたいものて鹸すね，

それにいつまでも気持ちを若く保ってくれ

るもののようです。

烏羽のおじいさんもまだまだ乗れます

よ，お元気で。

レース当日は，鳥羽市および保安庁の要

望と強力な指導により，整然と鳥羽港内を

機帆走て通過したが，鳥羽の市民や観光客

はどう見てくれていたのでしょうか。

スタート海面は風が弱く，まして6年振

りにスピンスタートかと期待された風は，

ここ数年と同様な東の上りとなった。A

コース約50艇が12:00にスタートしてもB

コースの艇がスタートラインに集まってき

ても，まだ目の前にたむろしている有様，

スタートの醍醐味の無い，まとまりに欠け

たスタートとなった。

また，参加艇の増加に反し，観覧艇の参

加者が少なすぎると感じた。参加艇の関係

者がほとんどてすが，何の解説もなく「た

いくつの一言に尽きる，来年は乗らない」

との声もあり，一つの課題である。

例年，規模の大きくなっていくヨット

レースにおいて，受入れ態勢も充実して行

かなければなりません。

今年の反省を踏まえて，来年に向けて次

の手立てを考えていかなければなりません

が，参加者が増えるほど必要となってくる

ものは，すべての参加者がヨットマンとし

てのモラルを持つことて．しよう。地元とし

ても大いに受け入れ，盛り上げてくれよう

としている時期，オーナーの#零もさるこ

とながら個人個人の自覚を期待し，永遠な

る「鳥羽パールレース」を希望したい。

前夜祭のパーティは，昨年は着席による

オーナーズパーティを実施し，全体として

は好評て穣あったと認識していた。今年は，

参加艇数が増えたことと出席者相互のコ

ミュニケーションをさらに図れるように，

実行委員会で論争の末，立食形式とした。

来賓の方のあいさつの中でも若干雰囲気

が違う（さわがしい）との才酎簡を受けまし

た。

担当者は，立食形式といえば「すぐに食

べるもの力無くなってしまう」との声の出

ないよう努力したつもりでしたがいかがで

したか，ご批判を項きたいものて､､す。

パーティでは参加者の皆様に賞を差し上

げましたが，ちなみに主なものを次に示し

ます。

最年長者:80才“マーサ”平田氏

最遠艇：西“パイドパイパー”

東“ヒポクラテス，，

女性オーナー：“ダンスオブマジック”

最多出場：“フジ111''"ビンド7''

翌朝，鳥羽の老人が「私も昔ヨットに

乗っておりました。私たちの頃はセールは

綿で､，濡れると重くて大変でした。まして

今の様なカラフルなの（スピン）など無

かった。今は年を取って乗れないが昔を思

い出します」となつかしそうに話しかけて

こられたが，「前夜のパーティで80才の方

がまだ現役て鹸いましたよ」と話すと，「私

も80才です。そうですか」と驚かれていた。

鳥羽に集まった165艇のヨットの群れは，

この老人の心を大いに掻き立てたに違いあ

りません。

ヨットはいつまて譲も続けられるスポーツ
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『鳥羽パールレース』IOR優勝
河湾上で，テレホンサービスにて順位を確

認するとナーナ，ナント，“チャレン

ジャー”総合優勝と聞き，上，ツクリ。「東

海の執念」が「関西の執念」に勝った。全

員歓喜し，あっと云う間に艇の缶ビールを

全部飲み干してしまった。

午後2時に清水港に着き，“プリマ”の

バースを失敬し名古屋へ向う時，フィニッ

シュ側のスタッフの方々もやっと解放され

た頃かなと思いました。レーススタッフの

みなさん二昼夜に渡り大変お疲れさまでし

た。

その後8月12日鵬愛河湾横断レース」

に参加し総合優勝，クラス優勝させて頂き

まして有難うございました。これから秋に

かけてトレーニンク､に励み，艇のポテン

シャルを100%引き出す様，クルー全員で

頑張ります。

“チャレンジャー”クルー服部芳次

私がヨットを始めたのは，一昨年“チャ

レンジャー”の前身で､ある“スーパールー

シー”が腿9回鳥羽パールレース』Bコー

ス優勝した後でした。そして昨年5月，米

国ｵ､ルソンツマレック社が，フアーポート

の対抗艇として開発建造されたキャンペー

ンポートで，88年に『カナダカップ｣，『ワ

ントンワールド」等ですばらしい成績を残

したスペシャルポートに我々が乗船する事

ができ大変幸せて鹸す。

我々もその期待に応えるべく未熟て、すが

ガンバリ，肥9年ジャパンビッグポート」，

『コルムカッフ1,｢NTTエリカカッフ］

等のレースに参加しながらチューニングを

重ねて来ました。『コルムカッフ。』以後に

何とか80%位の出調供えのチューニングが

でき，まずまずの走りで今回のレースに望

むことができました。

スタート当日，晴天，南東の風7～8

ノットの中で何事もなくスタート出来るか

と思っていた矢先に，スターポードラン

ナーウインチが全く動かなくなり，スター

ト海面で一時間かけ解体修理を行い，ス

タート20分前となる。スタートは中間より

やや下側にてジャストスタートを切る。ス

タート直後は上側集団が先行し，“スリー

パー”の下側についたが，伊良湖水道より

遡朝約1ノットの為，艇速が伸びず下艇団

に先行された。コースを変更し岸側に寄り

下艇団のより下に入り先行された“ピン

ド”の下突破し，“アマトラ”の上側に付

けた。夕刻での先行艇は，“う。リマ”，

“ロシナンテ”，“ドンキー”，‘ラピア

ンローズ'，，“カリーニョ”，“ダンデラ

イオン”の6艇であるが，北振れを信じ天

竜河口まで他艇の沖出しを待ちながら突っ

込む。15.北にシフト，この時点で，“ダン

デライオン'’は抜けた様だ。岸まで0.5マ

イルで沖に出し，“カリーニョ”を掴える

べく夜にそなえワッチに入る。ワッチ体制

は，ヘルムス2名で4時間ワッチ，クルー

は3，3，2名で3／6ワッチ，3時間寝

て6時間起きる。そうすれば常時，6，7

名は起きている。その後風も徐々に北に振

れポートタックー本てﾂ神津島までのアーチ

を描きながら朝を迎えた。ネ噸聿島南で下先

行の艇力現れ，ポートで受ける。その差2

艇身，“カリーニョ”だ，さすがファー

ポート「なめたらあかん｣。その後,式根島

の西に抜け“カリーニョ'，と走るが，相手

は関西人や，「絡んだらあかん」と上側に

て走るが潮目にはまり下先行される。大島

西にて約20艇身につめ，あくまで“カリー

ニョ”の上側に出て三崎に向う。10艇身ほ

ど上側だが，ブローのタイミングが異な

り，下先行されたり_上側先行したりを二，

三回繰り返す。オ､上ｬゲーターより「フィ

ニッシュタイムをお知らせします。フィ

ニツシユ時刻1900時」……。今まてY可回変

更のあった事か，楽しいナビである。一路

フィニッシュラインに向う。全員“カリー

ニョ，，より先にフィニッシュする為，各ポ

ジションのトリムに専念する。フィニッ

シュラインカ確認で､きた，ラインまで2マ

イル，“カリーニョ”の位置からは2．5マ

イルほどありそうだも少しづつではあるが

先行している様だ6残り0.5マイルの所て縊，

『関西の執念I力誠ケ島と三崎の間の吹き

抜けのブローを呼び，先にフイニッシュさ

れ，悔しさ一杯て､4分後にフィニッシュ。

クルー同士で，取り合えず労を槁らい三崎

のまぐろレストランで食事を取る。

その後，コミッティの方より「現在では

総合2位だけどハーフトンが入って来ると

分からないね」と聞かされ，約3時間で三

崎を後にし，一路清水港へ向かう。翌朝駿

艇上で祝杯をあげる‘‘チャレンジャー'､軍団（左）
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31時間一所懸命走りました
“コルバッチ|||'，浅野英武のチューニング，セールチェック，トレー

香港．マニラ遠征におけるクラス優勝，ニングなどまたたくまに時間が過ぎてし

「初島ダブルハンドjファーストホームのまった。クルー全員，今回のレースは完全

余勢をかって2年振りの『鳥羽レース』参優勝するしかないとの強い決意て、トレーニ

加となった。今回はNORCとして初のIングにも知らず知らずのうちに気合いがは

MSの採用。IMSクラスの普及を自他といっていた。若手クルーのレースにかける

もに担う我が“コルバッチIⅡ”としては熱意はすさまじく，「回航は自分達20代で

願ってもない本格的国内レースのデビューやりますからオカキンやってて下さい。本

戦となった。チャンまで体力温存しておいて下さい」と

回航までの約3週間艇の整備，リギン言われる始末だった。
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スピンダウンとジブN0.2をアップ。する。0

9:00神津島灯台0｡。再び強いNEの海域

にはいる。大外からまわった"SLEEP

ER''がフルスピードで前方に回り込みを

はかる。夜間のセミサバイバル？をしのい

だクルーも元気いっぱい，ビールの売れ行

きも順調となる。加藤オーナーもオーナー

席に陣取り「浅野，戦局はどう趣勝って

いるか。まさかIMSが前を走っているこ

とはないだろうな」と山本五十六ばりの元

気さ。新島，式根を前にプロパーの左方向

に出ることを決める。式根をかすめ，艇は

快晴の中を順調に北上を続ける。風12～14

kt・錘距離の利島，大島につっかけたい

のだがこのコンディションではブランケが

必至伊豆と大島との間の強い北東流を利

用しない手はないとあえて真中コースをと

り，”青海波”と獅寺間のランデブーI帆走

を続ける。（あとの話だが，この時,大島に

アブ°ローチした艇団はすべてドツポだった

そうだ)。後方にCRの上位艇があらわれ

はじめる。前方にもIORの大型艇のマス

トを視認その後風の振れを期待するが

どうしても城ケ島を指すことがて、きずその

まま風なりで北上を続ける。

一度は大島につっかけないと上りきれな

いので風早を3時にみえるところまて､､タッ

クをがまんすることにする。ようやくタッ

ク。

しかし大島に近づくにつれて反流の景響

か，ずるずるとヘディングが元町方向に落

ちていってしまう。たまらず返し。このま

まタック，タックで､はつらい。風も落ち気

味だ621:00頃FINISHかなとの声が

IMSは神聿回り。神津までのコースを

どう引くか力勝つためへのとりあえずの鍵

となる。回航隊から潮流のリポートはも

らっているもののラムラインの沖か岸かど

ちらを通る力艇長会議の席上て、も決めかね

ていた。宿舎でのミーティング。後発ク

ルーが持参した某所発表のここ一週間の潮

流リポートを見るに至って決心がついた。

リポートには遠州灘沖から強い潮が天竜

河口近くまて､北上し，そこから時計回りの

潮力可中に出て駿河湾沖合で分岐し，一本は

神津の西方，もう一本は大島西への本船航

路まて流れていることが記されていた。潮

は強いところで2.5ktから3ktとのこと

だった。「岸コースしかないな｣。加藤オー

ナーを含めた9名の見解は一致した。

スタートは中間のラインギリギリをね

らった。VHFのオールフェアの声と同時

にスターポクローズいっぱいのコースをと

り東に向かった。風はTRUEて､､14～16kt

にあがって来たがヘビーとフルメン。我艇

〆畠二とっては絶好のコンディションだ。ロラ

ン・GPSのチェックによると追い潮2k-

t,対地7～8ktで快走する。周囲に"VI

ND'',"SLEEPER'',"青海

波'',"PIEDPIPER",､'GO

KKO''など大型艇が見える。IMSでは

もちろんトップ｡に位置する。天罰11河口沖

に19:00至I唐，すかさずタック，沖出しを

はかる。風強<20～22ktにもあがる。追い

潮の影響か波がかなり悪く，ピッチングも

激しくなる。夜半にはサバイバルになるこ

とも予想されるため思いきりよく一気にジ

ブをNo.3にチェンジする。波にたたかれな

がらも43ftの巨体は戦車のような走りを続

ける。天竜近くまで二緒に走っていたIO

Rのワントン，2トンもついに見えなくな

り，暗やみの中の一人旅を続ける。風，波

へもに状況は変わらず両ｻｲドのデｯｷを

水が走る。深夜，風力東に振れる。予想通

りの展開となってくる。タックを返し伊豆

方向に向う。う。ロッターとにらめっこ，神

津までのレイラインに乗せるためのポイン

ト探しとなる。午前3時，下振れがはいり

タック，神聿が射程になる。「オーイ，勝ち

にいくぞ」「ガッテンです｣。夜明け，つい

に神聿を視認する。08:30神津と恩馳の間

を通過。前に“青緬皮”，沖に"SLEE

PER''など他に3艇がいる。つかの間の

波静かな海面。ブランケを嫌って沖出しを

はかった“青海波”が右手で止まっている。

我々はかまわず吹きおろしを期待し岸に突

込む。風が後にまわり，気合十分なクルー

達はスピンをセット，またたく間にスピン

アッフ。となる。島かげからようやく脱出。

出る。14:00過ぎ「上振れ，上振れ」の声。

城ケ島オンコースとなる。

IMSのライバルは"ポンフリー”と“エ

スメラルダ"の2腱計算では少なくとも2

時間は離さなくては勝ち目がない｡約12マ

イル｡勝っているとは思いつつもホントに

大丈夫かなの思いがよぎる｡負けたらオー

ナーになんと言われるか判らない｡気を抜

かないように丁寧に走るよう指示する。

18:00城ケ島がはっきり見えてくる。風

力落ちないことを祈るばかりだ。房総方向

のIORがスピンを上げている。風力積に

まわる気配。「スピン」の声でクルーが

デッキを走る。0.50Zのスピンをあげて

みたものの力がなく，早々にタ､ウン，ジェ

ノアに頼る。東方向のIORは“アマト

ラ，'であること力申l明，連中はギリギリま

で､スピンをあげている。

19:10フィニッシュラインへの最終アブ｡

ローチ。栄光のゴールかな？。ここは加藤

オーナーの出番だ｡オーナーがニコニコ顔

て儀ラットを握る｡19:20フォグホーンを聞く‘

所要31時間20分bイ騨陶函りのコースを一所

懸命9人て走り抜いたレースが終わった。

（あと書き）

おかげ様にてIMSの侭勝を掌中に収め

ることが出来ました。これまでの走りがフ

ロックでないことを証明することが出来，

大変うれしく思っています。コース取りが

うまくいったこと。それと勝とうという全

員の執念。この2つ力勝因です。これから

も頑張っていきたいと思います。レースコ

ミッティはじめ，関係各位の皆様に御礼申

し上げます。

加藤オーナーを中心に“コルバッチ”クルー
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始めた連中ばかりですし，船は急に大きく

なってしまったし，唾によりも周防灘の徳

山で一隻で練習していては，調子が出ない

のも当然です。

ヨッシャ，今年はグヮンバルジャンと，

1月の伊予灘に始まって，大阪の『コル

ム』，木場の『舵杯』，洲本の『オレンジ

カッフ1と遠くに船を持っていきました。

が，おかげで練習は出来ず，レース本番が

練習といった有様

クルーも家庭や仕事の都合で，来たり来

なかったり。ドン吹きの『オレンジカッ

フ。』もたったの5人でレースをする始末。

練習にもなってないんじやないかなア。

それでもコリないのが“パイドパイパー

A",これ以上悪くなり様がないのて翻，気

は楽です。楽になったついでに，次は『烏

羽パールレース』だも帰りには聴島レー

ス」と「師皮踊りレース』の豪華3本立て。

『阿波踊り』は楽しいので，いつもは怖い

女房連中も目を輝かせています，キラキラ。

金は無いけど,知恵があるのが,"パイ届q

パィパーA"。

そうと決まったら，やる事は早い。7月

7日，下松の長浦造船所て願，潮が引き始め

ていたのもなんのその･エンジンをフルス

ロットルにして船台にしがみついてそのま

ま上架，ヤレヤレ。

とにかく鳥羽まで船を持って行くのが最

優先。船底なんかには目もくれず，エンジ

ンとシャフトを夜毎に修理しています。僕

"パイドパイパーA''の珍道中
布田康人又お役所相手なのでメンドクサかつた。

やって来ました『烏羽パールレース』。5隻目の船て領すが40フィートにもなると

「いちばん遠くから来たから書け」との事一人では無理で､，アツミの村中さんに共同

でウィスキーをナメながら耆いています。オーナーになってもらい（“パイドパイ

思えば，遠くに来たもの趣“パイドパパーA"のAはアツミのAなのです),ソ

イパーA''は，去年の6月，安サラリーマレッチャグループも参加して出来たの力現

ンの僕がサンフランシスコで購入したXの在の“パイドパイパーA''なのです。

1トンです。辞表を懐に，仲間と『ハワイエンジンは購入した時からトラブル続き

－広島レース」に参加。メンドクサイので今も調子が悪いのですが，クルーも調子

で，輸入し，船籍を取りました。が，これが悪い。クルーも社会人になってヨットを
害

1

１
ゞ
■
■
毎
口
■
■
ｒ

、

一

一
一
一
『

一
ａ
、
毛
一

一
一
Ｊ
一

℃

－一

こ

-一軍

愚a

ハワイを出発する“パイドパイパ－A

自作艇で「鳥羽レース』に初参カロ修割■に初参加〃癖■師
“弥勒－｜”太田宏そのクラブY中間の中から生まれたグループ-30）です。

私たち，弥勒（ミロク）グループは，現で､す。本年（90年）の3月18日には，設計者の

在，茨城県土浦市にある霞ケ浦ヨツトハーそのアドニスヨットクラブのクラブ艇，歌田道教氏を迎えて盛大に進水式を行うこ

バーを中心に活動しています。霞ケ浦ヨシアドニスJr(U-23)の製作で実績のあるとが出来ましたが，この時内装は殆んどな

トハーバーにはアドニスヨットクラブとい伊藤猛氏を中心に，いろいろな人の協力で〈，エンジンもむきだしのままでしたの

う発足20年を迎えるヨットクラブがあり，出来上がった自ｲ伺挺が，今回『鳥羽パールで，レースどころか宴会さえも出来る状良卜へ

P

…
こうして“弥勒”は出来上がった.／
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は機械が不得手なので，もっぱら声援を送

るだけて鱗す。絶妙のチームワークて誤す。次

の日曜日，若くして死んだ，仲間の大矢さ

んの遺骨を笠戸の沖に沈めて，岩田に回

航，大矢さんも当然船上にいるハズの人

だったのだが……。

次の土曜日，会社が終わって一目散に岩

田へ。午後9時岩田を出航，人夫頭の藤井

君，（僕も，実は人夫のひとりなのて､す）だ

まされて乗せられてヨットは2ヶ月，4回

目の仲子君と僕の3人。メインを上げて，

瀬戸内海を東へ，備讃瀬戸ではエンジンは

オーバーヒートするし，バッテリーは沸騰

してパーになるし。それで､もﾈ刺策は我々を

見捨てず，鳴門海峡て祷は風は吹くし，潮は

追い潮で，モー最高。

ロランはパーで，おまけにスピードメー

ターもパー。盲目で紀伊半島を回って，7

月22日，鳥羽に入潅重たいアンカーを3

回も入れ直して，なんとか係留しました。

迎えに来た村中さんの車で11時間掛かつ

へ徳山へ。遠征はもっぱら船か車，新幹線
なん力使えません。安く上げるのが“パイ

ドパイパー”流なのです。

7月26日，仕事を片付けて一目散，金，

土曜とサボるので，言い訳けを考えなが

ら，マイクロバスで9人がドンチャン騒ぎ。

これだから“パイドパイパー”は面白い。

貧乏はリッチに通じる。10時間飲んだくれ

て朝5時，鳥羽着。船には昨日から岡田豪

三君ら3人が泊まっていました。岡田君は

長浦さん達で､そのままトンボ返り。我々は

迎えに来たマイクロバスで，新婚寺代を過

ごした葉山をなつかしい思いで，湘南の変

わり様にビックリしながら一路徳山へ。

8月11日，いよいよフィナーレの「阿皮

踊り」，津田さん自作の36フィートケッチ

とマイクロバスとバイクに分乗して，女，

子#輪勢18人。『徳島レース』，『阿波踊り

レース｣，共に「鳥羽パールレース」の教ﾖ|｜

を生かし，上ず－ルなしで真面目に走って，

2着でフィニッシュ。

夜の阿波はメチャンコ楽しい。大いに楽

しんで､，翌朝早く徳島を出航，鳴門を過ぎ

て，備識頼戸を抜ける頃，日は傾いて，久

し振りに乗った女房が目を輝かしている。

キラキラ。

宮の窪を過ぎる頃，空も白み始め，いよ

いよエンジンの調子も悪くなって来た。伴

走している津田さんの“蔦”は機走で10

ノットは出るのに，我々に合わせてトロト

ロ走っているが，我々は岩国へ入るのて､，

徳山迄帰る“蔦”に野間君親子に乗っても

らい，先に行ってもらった。“蔦”が小さ

くなって見えなくなると，ついにエンジン

がストップ。。

ノンビリと女房ともう一組の若いアベッ

クと静かな海面を音も無く滑る様に船は

走っていく。デッキに寝そべって，こんな

ハプニングも良いものだ。夕方，風の強く

なった頃，岩田へ入港

学習院ヨット部の同級生，東京での説明会

にいってもらったり，我々の知らない，烏

羽から東のことはおまかせ。

フラフラしながら出航。スタートは上有

利。上側から余裕を持ってジャストスター

ト，しばらくはワキ目もふらずヘルムを取

る。下前方には大型艇が2隻いるだけ，30

分もすると，ホッとしてビールを飲む。船

は快調に滑っているし，ビールはふんだん

にあるし言う事なし。

夜になって，東の風は強まり，夜半No.3

にチェンジ，実はNo.2は延びきって使いも

のにならないのです。

前夜のドンチャン騒ぎと寝不足で船酔い

力湘次ぎ，キャビンの中は常時5～6人が

ゴロゴロ，ケロケロ，ﾛランもスピード

メーターもクルーもパー。まったく寝ない

でレースをするのは岡田君だたひとり。申

し訳ないと思いながらも睡魔には勝てず，

身体は横になってしまうのです。

早朝ピッタシカンカンて叡神津をクリアー‘

明るくなるといるはいるは，あっちにも

こっちにもセールが見える。式根をかわし

て“ダンデライオン”とミーティンク争，彼

等はジェノアで11人がフルハイク，こっち

はNo.3て鹸デッキの上には5人が寝そべって

いて他は船内でゴロゴロ，これて、は勝ち目

はない，ドンドン引き離されて，日も暮れ

て，なんとかフィニッシュ，楽しかった

『鳥羽レース』。

フィニッシュ後，船は徳山へ津田さん，
蕊鍵識 議議蕊蕊蕊蕊驚癖卿蕊.論” 繕…駕騒隷息､鴬一考零":讃…瀞 ,議議蕊譲． ;¥…‐ 鍵 ､蟻鍵鍵譲鵜灘霞，¥．・溌｡聯鴬鮮蕊蕊鍵鋳蕊驚I

て甑はないと思っていましたが，盛り上がっ

た勢いで，『鳥羽パールレース」へのエン

トリーを発表してしまい，それが新聞各紙

の地方版に載ってしまったものですから大

変でした。つくづく酒の恐ろしさを見た思

いがします。
一

しかし，本当に大変なのは，これからで

した。船検を取り，エンジンカバー・ギャ

レー・ヘッド・航海機器・パース等を取り

付け，備品を買い揃え，保険にも入りまし

た。やっとレースに参加出来る状態になっ

たのは，レース1週間位前て．した。そして

回航となるのですが，私たちは時間と人員

の関係で陸送しなければならなかったの

で，今度は，せっかく作り上げたものを再

び取り外すことになりました。日本の道路

（含高速道路）には，高さ制限があるらし

いのです。最初はマストだけだと軽く考え

ていたのですが，最終的には，パルピット

・スタンション・ウインチ（2ヶ）まて鹸外

しました。レースまでに又，取り付けるこ

とを考えると本当に嫌な作業でした。なん

とかならないものて、しようか。

これで私たちの「烏羽パールレース」の

すべての予定は，やっと終了しました。

いろいろな事があり大変でしたが，来年

又，参加したいと思っています。

なお最後になりましたが，「烏羽パール

レース」すべての関係者に御礼申し上げま

す。

〈資料＞

総日数10日

総人数11名伊藤猛・田口淳二・太田

宏・中村勝三・関川陽子・蛭田栄・藤

井正範・近溺羊史・朝枝輝夫・平沼栄

・稲垣太浩

総予算80万円陸送費約20万円

交通費糸柁0万円

宿泊費辮E0万円

飲食費約10万円

その他約10万円

P・S現在，私たちは，38フィートの

ヨットを計画中（自作)。よって

共同オーナー・仲間を募集してい

ます。興床のある方はご連絡下さ

い。0292-21-3962太田まで、

陸送で，愛知県蒲郡のヨットハーバーま

で運んでもらい，そこで霞ケ浦ヨットハー

バーで行った作業の逆の作業をし，いろい

ろと調整しながら烏羽へ回航しました。

上ゃ－ル無しで､はいられない暑さでしたが，

景色は最高でした。

レースに関しては，順位表を見ればおの

ずと想像が付くと思いますので耆きません

が，表彰式には出たかったです。そのころ

私たちは，城ケ島大橋を見ながら，ビール

も無くカレーライスをヤケて､食べていまし

た。風の吹〈のを待ちながら……。

フィニッシュ後，レース本部から頂いた

ビールは，本当に旨かったです。ありがと

うございました。

次の日，早朝，三崎港を出航しました。

今度は千葉県浦安のヨットハーバーへ向け

てです。そして到着後，例によって又，マ

スト・パルピット・スタンション・ウイン

チ（2ヶ）を取り外して陸送で霞ケ浦ヨッ

トハーバーへ運び，とりあえず，その日は

そのまま解散。次の日曜日に，又それらを

全音阻又り付けました。
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順位一

SAIL

Nn-

ク
ラ
ス

所要時間
修正時

HMS

到着総合
罰一

順位順位

ﾅﾙﾃｨ

％

R.ft C,FT.

Ｉ
Ⅱ
Ⅳ
Ｉ
Ⅳ
１
１
Ⅳ
１
１

２
５
９
０
９
９
５
１
０
７

０
６
７
６
９
１
１
０
１
８

１
９
３
６
９
５
２
０
２
８

４
３
４
３
３
３
３
３
２
３

ＥＳ

Ｒ
Ｏ
Ｎ

Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｏ

Ｇ
Ｍ
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｒ

Ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｅ
Ｙ
Ｒ
Ｅ

Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｋ
Ｆ
Ｅ
Ｄ

Ａ
Ａ
見
波
Ｉ
Ｖ
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｎ

Ｈ
Ｍ
海
Ｍ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ａ
Ａ

Ｃ
Ａ
再
青
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ｈ
Ｃ
Ｄ

長谷川
Y.佐
高橋
清田
宝追
沢野
土井
田沼
渡辺
望月

延
木
博
博
一
治
二
明
彦
誠

富
々
伸
皓
裕
収
英
行

５
５
０
４
３
５
５
０
０
９

４
５
３
０
１
０
５
９
６
３

０
０
３
１
５
５
３
５
３
０

３
３
２
３
２
３
３
２
３
３

Ｏ
０
Ｒ
１
３
５
３
５
３
０

４
４
０
３
４
４
３
４
４

３
Ｘ
ｌ

Ｍ
Ｎ
Ｋ
Ｒ
Ｒ
Ｋ
Ｒ
ｌ

ノ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
０
Ａ
Ａ

Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ａ
Ｙ
Ｆ
Ｋ

Ｒ
Ｙ
Ｆ
Ｆ
Ａ

８
Ｔ

８
７
７
１
２
０
２
９
６
２

１
２
２
７
１
２
９
８
９
１

１
１
４
１
６
５
３
６
３
１

８
８
７
８
７
８
８
７
８
８

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４
６
５
８
６
９
６
８
３
７

１
１
２
５
３
３
３
４

１
１
４
１
３
９
０
３
１
２

３
３
３
３
３
２
３
３
３
３

７
３
４
５
７
４
８
９
８
０

４
２
２
５
１
２
３
２

９
６
２
５
１
５
８
０
８
７

２
９
９
２
３
８
７
２
６
３

８
４
５
６
６
９
４
１
３
７

０
１
１
１
１
１
２
３
５
５

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

９
２
７
５
０
３
２
７
５
８

５
７
１
６
７
３
４
９
８
１

２
１
１
１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

１
２
１
３
２
４
５
３
６
７

１
Ⅱ
Ⅳ
Ⅱ
Ⅳ
Ⅳ

１
１
Ⅲ
Ｉ
Ⅲ
Ⅲ

Ⅲ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅱ
Ｉ
Ⅳ

９
５
８
０
５
７
８
１
０
０

８
５
２
０
３
４
２
２
０
３

３
３
２
２
３
１
１
５
６
１

２
４
３
４
４
３
３
３

白崎謙太郎
武部喜一
奥田昭二
布田康人
古川保夫
木原和喜
岡本通

ＡＲＥ
Ｎ

ｒ
Ｐ
Ａ
Ｕ

Ⅳ
Ｒ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｚ
Ｘ

Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｕ
７

Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
－

Ｊ
Ｅ
Ｋ
Ｄ
Ｒ
Ｂ
Ｈ
Ｄ
師

Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ｅ
姫
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｎ
法

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｈ
Ｍ
Ａ
Ｉ
寸

Ｎ
Ｓ
Ｇ
Ｐ
織
Ｃ
Ｕ
Ｎ
Ｖ
－

TAK39

N/M42
YOK-39

X－l

FRE41

TAK3/4
YAM-R33

YOK-41

TAK-42

Y-34R

０
４
６
１
９
５
０
７
６
６

０
６
５
３
４
５
６
３
３
３

９
２
０
０
１
４
４
１
２
４

２
３
３
３
３
２
２
３
３
２

５
３
８
５
１
４
９
０
８
５

８
１
２
０
１
５
５
０
８
３

９
３
１
１
２
５
５
２
２
５

７
８
８
８
８
７
７
８
８
７

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

３
２
２
３
２
６
６
３
３
６

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
７
４
２
８
３
３
７
０
８

２
５
１
４
２
１
５

９
２
１
８
５
７
９
９
２
３

３
１
２
５
２
２
１
３

９
４
５
８
６
６
７
１
８
０

９
２
８
１
７
５
０
５
６
０

８
１
２
９
９
０
１
７
９
３

５
６
６
６
６
８
８
８
８
０

９
９
９
９
９
９
９
９
９
０１

１
９
１
０
０
２
５
８
７
６

６
０
３
５
２
４
３
８
４
６

１
１
１
１
１
２
２
１
１
２

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

４
８
９
０
１
５
６
２
３
７

１
１
１
１

武部喜一
奥田昭二
布田康人
古川保夫
木原和喜
岡本通
二村昭治
小林義彦
土手秀三

Ⅳ
ｌ
Ⅳ
Ｖ
Ｉ
ｌ
Ｖ
Ⅳ
Ⅲ
Ｉ

６
９
８
３
５
２
７
５
５
６

８
３
７
０
５
１
２
３
９
４

３
３
９
１
３
１
８
０
２
１

３
３
１
３
３
２
３
３
３

Ｓ
風
Ｓ
Ａ
雪
Ｆ
Ｃ
Ｍ
蒼
Ｒ

UPER

見烏
EREN

ZIZA

風V
UJI

HOVE

ARTH

海

天野則英
榊正寛
中野昭
佐藤美紀
斉藤昌邦
藤本達雄
山本秀紀
平田克巳
佐藤三次
大口真司

ESMERALDA

DIPITYI

Ｒ
３
Ｒ
Ｏ
Ｏ
５
Ｓ
４
８
７

Ｓ
４
３
３
４
４
０
３
３
６

３
ｌ
３
Ｒ
－
－
３
ｌ
ｌ

３
Ｋ
一
一
Ｋ
Ｅ
ｌ
０
Ｒ
Ｏ

ｌ
Ａ
Ｋ
Ⅱ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ｎ

Ｋ
Ｔ
Ｏ
Ａ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｖ
Ａ

Ｏ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｌ

Ｙ
ＬＯＨ

２
６
８
０
２
７
８
８
９
６

８
４
５
９
１
６
８
８
２
３

４
０
５
２
０
６
２
５
８
８

２
４
２
２
３
３
２
２
２
６

１
０
７
５
８
５
３
７
８
８

８
６
５
８
８
５
８
８
１
６

５
９
６
３
０
６
３
６
９
８

７
８
７
７
８
８
７
７
７
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
１

６
１
７
９
５
３
９
８
７
７

３
３
３
３
３
３
３
３
３
２

７
２
３
６
３
９
６
９
７
３

５
４
３
５
４
４
４
５
５

８
７
４
１
３
０
０
０
４
２

４
２
４
１
４
５
３
１

８
５
１
９
３
０
５
６
２
６

７
７
４
５
８
０
９
５
０
０

８
２
５
９
４
４
６
４
２
１

０
２
３
３
４
５
５
７
８
９

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

９
７
０
４
２
６
０
６
６
０

５
９
７
０
２
０
１
９
８
２

２
２
３
２
２
３
２
２

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

八８４
９
１
５
６
２
０
１
７

１
Ⅵ
１
１
Ⅵ
１
１
１

Ｖ
Ｖ

m

A

CHUVA

OCINANTE

Ⅳ
Ｉ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

２
４
４
０
７
４
０
１
０
９

０
１
９
１
８
２
０
４
０
３

０
０
４
５
３
３
１
８
５
８

３
４
３
３
３
４
４
３
２
３

蒲谷和行
柴田邦敏
福田祐一郎
三宅智久

両
Ⅱ

ｒ

Ｌ
Ｊ

Ｅ

Ｓ
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ｃ
Ｔ

Ｄ
｜
Ｉ
Ｎ

Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｄ
Ｒ
６
０

Ｈ
Ａ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
Ｚ

Ｐ
Ｍ
－
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ｉ

Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｒ
隊

Ｙ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｕ
Ｏ
援

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｊ
Ｈ
海

HARR3/4
N/M68
YOK31N

TAK-30

YOK28

YOK-32S

YOK30

YOK-33R

YOK30R

HOL33

５
５
１
８
８
４
７
２
１
８

５
７
６
０
５
９
３
９
１
５

４
９
２
２
１
２
２
４
３
４

２
６
２
２
２
２
２
２
２
２

４
１
４
８
５
９
９
１
７
７

５
５
５
９
４
８
２
９
０
５

５
９
３
２
２
３
３
５
４
５

７
０
７
７
７
７
７
７
７
７

０
１
０
０
０
０
０
０
０
０

０
７
１
２
２
２
２
０
２
１

４
２
４
４
４
４
４
４
４
４

２
１
６
３
３
４
５
８
４
６

１
５
４
２
５
２
５
１
３

２
６
７
０
９
６
７
３
１
３

５
４
４
４
２
１
４
４

０
５
９
２
３
８
６
４
６
６

６
４
０
５
８
１
２
８
１
０

３
８
６
３
８
９
９
９
６
２

９
９
０
１
１
１
１
１
２
３

０
０
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

８
１
３
９
８
２
３
７
８
１

２
１
６
９
２
７
０
４
８
５

３
３
３
４
３
４
３
３
３

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

３
３
３
３
３
３
３
３
３
４

２
８
３
４
５
６
７
１
３
４
５

１
上
１
１
Ｗ
Ⅶ
１
１
１
１
１
１

Ｖ

三宅智久
小板橋博行
菅野隆
石川均
堀田和正
頓瀬愛彦
永田敬二

Ⅳ
Ｖ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅳ
Ⅳ

６
７
９
６
５
３
８
７
１
０

０
７
７
９
６
３
１
７
２
４

３
１
２
９
７
３
２
６
２
６

３
４
３
３
２
３
４
２
２
２

硲俊弘
竹内靖
福原幸洋
工橋照泰
吉田節美
久保田茂
石田和久
藤野真子
杉村直樹
中村正三郎

ＥＬＰ

Ⅲ
０

３
７
Ｎ
Ｅ

Ⅲ
Ｄ
Ａ
Ｏ
Ｐ
Ｉ

Ｅ
Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｅ

Ｌ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｌ
Ｔ
ム

Ｐ
Ｕ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｏ
Ａ
一

Ｐ
Ｒ
Ｃ
紺
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｅ
ビ

ー
Ａ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｒ
ン

Ｒ
Ｎ
Ｓ
紫
Ｏ
Ｔ
Ｎ
Ｇ
梓
サ

服
訓
Ⅱ
的
Ⅲ
別
訓
Ⅲ
謁
詔

３
３
’
３
ｌ
３
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
Ｘ
ｌ
Ｋ
Ｋ
Ｙ
Ｈ

Ｋ
Ｋ
４
Ｋ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｉ

Ｏ
Ｏ
３
Ｏ
Ｙ
Ｙ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｙ
－
Ｙ
Ｙ

Ｙ

９
５
４
７
１
７
６
８
３
８

０
８
３
７
０
３
７
６
５
４

３
２
５
９
３
２
２
２
４
４

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

５
０
３
６
６
９
０
２
２
７

０
８
３
５
９
２
７
６
５
４

４
３
６
０
３
３
３
３
５
５

７
７
７
８
７
７
７
７
７
７

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

３
４
２
０
４
４
４
５
１
３

４
４
４
４
４
４
４
４
５
５

０
０
３
９
５
５
６
９
０
８

１
３
２
１
５
５
２
４

６
８
０
１
５
０
２
８
３
０

１
４
５
５
４
５
４

８
２
２
１
９
６
８
８
９
９

７
１
２
４
５
４
４
８
６
８

０
９
９
４
８
５
２
５
４
３

５
６
６
７
７
８
９
０
０
４

１
１
１
１
１
１
１
２
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
４
１
３
５
６
７
８
９
０

４
４
４
３
４
４
４
４
４
５

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

４
４
４
４
４
４
４
４
４
５

１
５
３
２
０
６
１
１
５
２

β

６
８
７
８
９
９
０
１
０
１

１
１
１
１
１
１
２
２

へ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
ｌ

１
１
０
２
９
８

７
１
０
６
９
２

７
２
８
３
６
２

３
２
３
２
３
３

小林
古川
斜森
下津
植原
関

正和
浩二
保雄
芳郎
俊雄
健治

８

Ｒ

Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｅ

Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｂ
Ａ

Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ａ
Ｈ

Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｌ
Ｖ
Ｐ

Ｘ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｏ
Ｌ

Ｅ
Ｃ
Ｋ
Ｇ
Ｎ
Ａ

０
０
０
０
０
２

４
４
４
３
３
３

Ｒ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｙ
Ｋ

Ｒ
Ｒ
Ａ
ｌ
Ａ
Ｏ

Ａ
Ａ
Ｔ
Ｎ
Ⅱ
Ｙ

Ｆ
Ｆ

９
４
４
８
７
５

０
５
９
３
８
９

０
０
０
２
２
２

３
３
３
２
２
２

５
６
２
０
２
０

８
２
６
３
８
９

０
１
１
３
３
３

８
８
８
７
７
７

０
０
０
０
０
０

Ｃ
Ｑ
Ｃ
Ｔ
Ｔ
Ｑ

Ｎ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｓ

Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
蝿

識

参加艇クラスI～l21艇

|MSAコース（距離180MスクラッチポートのGP．H608.7)

途蕊
蕊 所要時間

HMS

イ府
％

キ
ノ

。
へ

修 正時 到着順位到着順位 位蝉総合順TYYPE G.P.H

，′、均電‘鳥｡,蕊蕊蕊

加藤忠男
植松真
佐藤泰一郎
草問信二
山本房生
渡辺修治
加本利之
M堀口
植村秀則

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

１
４
６
２
１
０
７
７
１

１
１
０
１
４
２
１
０
５

１
０
０
３
１
１
６
３
１

４
４
３
３
４
４

Ⅲ
Ｖ
Ｉ
Ⅵ

Ｈ
Ａ
Ｅ
８
Ａ

Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｌ

Ｓ
Ｌ
Ｒ
Ｒ
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｏ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ａ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ

Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｒ

Ｒ
Ｍ
Ｒ
Ｙ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
Ｂ

Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｈ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｃ
Ｌ

１
３
５
８
１
２
５
１

３
３
３
３
４
４
４
５

０
０
４
３
０
８
１
１

２
２
４
５
２
５
２
３

０
５
６
３
０
５
５
７

０
１
７
５
８
２
２
６

８
７
８
９
８
５
７
６

２
４
１
３
０
６
８
３

１
１
２
３
４
４
４
７

１
１
１
１
１
１
１
１

Ｔ

１
２
３
４
５
６
ワ
Ｉ
８
ＥＲ

３
３
８
２
８
６
２
５
９

４
３
３
７
３
３
Ｓ
３
９

－
－
３
’
０
｜

Ｃ
Ｊ
Ｒ
Ｘ
Ａ
Ｔ
３
Ｃ
Ｘ

ｌ
Ｅ
Ⅱ
Ａ
ｌ
Ｉ

Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ｗ
Ｍ
Ｔ

Ｌ
Ｉ
Ａ
Ｌ

Ａ
Ｓ
Ｙ
Ａ

８
８

７
２
４
４
８
３
６
３
８

８
８
６
２
２
４
９
４
０

０
３
４
４
５
５
８
７
６

６
６
６
６
６
６
６
６
６

０
５
２
９
８
３
７
５

２
２
３
１
５
２
１

１
２
３
４
５
６
７
８



11 0F応"ORE

CRBコーススタート1990年7月27日12時20分0秒風速9ツ&距離150Mレース委員長宮坂敬三

到着

順位

，唖鳳遥ざ

T・‐
完』

-所要時間
A

HMゞS
誤一品,､'‘,,-“

騨霧『"‘蝿~…i~零篭"＊“
誉~をよ．

＝｡オーナー篝一

議“"》《蕊‘“

。"oi

T・A
F,M

≠所要

H、 修正崎|麓
総合クラス

順位順一位

ペナルテ

％

SAIL

恥』

イ
皇

８
１
１
４
６
０
８
６
０
５

９
１
６
２
９
９
７
２
９
６

５
６
９
２
６
０
８
２
２
３

５
０
０
７
７
８
８
９
９
９

２
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
２
３
４
５
１
６
２
７
３

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

Ｉ
Ｉ
Ｉ

６
５
１
７
０
２
７
８
４
６

５
４
５
２
２
４
２
４

８
１
１
４
６
０
７
６
０
５

３
１
５
４
２
４
５

５
４
８
７
２
６
６
４
９
３

１
１
１

木村真章
猪狩光清
清川恒
増田順一
熊沢蕃
佐々木康治
T.天川

小野田泉
神戸静江
小林潤一

２
４
２
９
３
９
５
８
４
６

７
３
８
９
５
１
２
９
６
９

５
５
５
４
４
６
５
５
５
５

０
０
２
１
９
６
１
５
４
５

３
３
３
３
２
３
３
３
３
３

６
１
３
２
０
Ｎ
Ｏ
Ｒ
６
Ｄ

３
１
３
４
５
１
４
０
３
Ｔ

ｌ
｜
’
３
Ｃ
３
Ｓ

Ｎ
Ｃ
Ｋ
Ｕ
Ｄ
ｌ
ｌ
Ｇ
４

Ａ
Ｆ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｔ
Ｍ
Ｎ
３

Ｗ
Ｔ
Ｏ
Ａ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｆ
－

Ｓ
Ｇ
Ｙ
Ａ
Ｙ
Ｍ

、
Ｂ
Ａ

Ｉ

Ｙ

Ｌ

５
５
０
５
０
５
５
０
５
５

２
３
０
５
６
１
６
６
４
６

８
９
８
０
２
７
９
７
８
７

１
１Ｐ

２
Ⅲ

ＥＥ
Ｒ
Ｙ
Ｅ

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｉ

Ｅ
Ｓ
Ｈ
Ｗ
Ｔ

Ｙ
Ⅳ
Ｐ

Ｂ
Ｋ
Ｔ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｙ

７
ル
Ｃ
Ｓ
Ｋ
Ｇ
Ｅ
Ｓ

４
Ｅ
卜
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｒ
Ｎ
Ｓ

ｌ
，
Ｊ
Ｙ
－
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｉ
，
Ｏ

Ａ
Ｂ
Ｂ
タ
Ｂ
Ｃ
Ｍ
Ｖ
Ｇ
Ｍ

６
７
０
０
２
９
４
３
１
８

６
３
３
１
５
３
５
２
４
５

３
１
２
６
３
６
３
０
２
６

４
４
２
３
４
３
４
４
４
２

１
１
１
１
１
２
１
２
１
２

Ⅱ－

Ⅱ－

Ⅱ－

5

４
５
６
７
８
８
９
１
０
９
１

Ⅲ

０
７
８
６
３
１
２
１
１
１

２
１
１
２
２
１
２
３
２

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

８
６
６
０
５
２
２
３
４
５

２
１
４
８
６
６
２
５
９
７

５
８
９
４
６
７
９
３
４
８

０
０
０
２
２
２
２
３
３
３

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

７
６
６
７
７
４
７
８
７
９

３
３
３
３
３
３
３
３
３
２

８
６
６
０
５
２
２
３
４
７

５
４
２
４
２
３
２
５

１
９
２
６
４
４
２
８
７
５

２
０
１
２
１
５
１
２
０
４

６
６
６
６
６
５
６
６
６
４

７
２
２
３
６
７
５
２
２
５

４
５
５
２
５
２
１
２
１

重松良周
古ｿII哲信
林政幸
入月一夫
久保田雅也
吉田修
S.薮田
水沼昇
杉田泰一
赤坂勝良

０
５
０
０
５
５
０
５
０
０

１
３
３
０
２
７
３
９
４
０

７
７
７
７
７
８
７
６
７
３１

Ｔ
Ｎ
１
１
Ｃ
２
１
９
１
３

Ｓ
１
３
３
Ｒ
７
３
２
３
５

０
３
３
３
－

３
｜
Ｇ
Ｇ
３
ｌ
Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｎ

－
Ｋ
Ｎ
Ｎ
－
Ｘ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ａ

Ｙ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｉ
Ｗ

Ｙ
ｖ
ｖ
０
Ｗ
ｖ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｓ

１
Ｋ
Ⅲ

Ｍ
ＣＵ
Ｏ
Ｅ
Ａ

Ｚ
Ｔ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｉ

Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｎ

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｙ
Ｅ
Ｇ
Ｎ
Ｕ
Ｉ

Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｋ
Ｙ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
Ｂ

Ｚ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ａ

Ｉ
Ｏ
Ｅ
Ａ
－
Ｔ
ｗ
Ｎ
Ｅ
Ｐ

Ｍ
Ｗ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｏ

２
２
２
２
２
１
２
３
２
１

９
３
３
８
２
５
９
８
６
８

８
６
３
２
０
１
５
５
６
６

８
３
３
０
３
１
３
０
４
８

３
３
４
２
４
１
４
４
２
３ 5

１
０
２
２
１
３
４
３
４
２

１
１
１
１
１
１

１

Ⅲ
Ⅲ

９
０
２
５
３
８
３
９
２
７

２
１
３
２
２
３
３
４
２

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

６
６
９
８
２
８
７
６
０
７

８
６
８
３
８
７
８
３
２
７

０
８
８
１
５
７
３
５
４
５

４
４
４
５
７
８
９
９
０
０

４
４
４
４
４
４
４
４
５
５

８
４
８
７
９
８
８
０
０
８

３
３
３
３
２
３
３
４
４
３

６
６
９
８
２
８
７
６
０
７

１
１
３
４
３
５
３
３
５
５

７
５
５
９
５
２
０
０
２
２

３
４
４
２
５
２
４

浜村尊司
飯島俊彦
糸ﾉ|｜裕志
桑原孝雄
堀田雄三
野口惣治
市川勇
飛島章
鈴木晴夫
内海哲

１
１
１
７
９
８
３
８
１
６

２
３
３
０
８
８
０
３
４
７

６
５
６
６
３
５
６
６
６
５

０
５
０
０
５
５
０
５
０
５

１
４
９
４
６
８
５
７
７
１

７
９
６
７
６
７
７
６
６
８

１

２
１
２
５
Ｓ
３
Ｃ
２
２
５

Ｓ
１
Ｓ
３
Ｍ
３
０
Ｃ
Ｃ
Ｓ

Ｏ
ｌ
ｌ
Ａ
’
３
０
５

３
Ｃ
Ｏ
ｌ
Ｏ
Ｐ
Ｋ
３
０
３

－
Ｆ
３
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｙ
３
ｌ

Ｍ
ｌ
Ａ
Ｔ
Ｆ

Ａ
Ｍ
ｖ
Ｍ

Ｙ
Ａ
Ａ
Ａ

Ｙ
Ｓ
Ｙ

３
Ｓ
Ｓ
Ｔ
Ⅲ

ｌ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｍ

Ｎ
Ｔ
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ｅ

Ａ
Ａ
Ｉ
Ａ
Ｒ

Ｅ
Ｒ
Ｗ
Ｐ
Ｉ
Ｈ
Ｂ

Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｊ
Ａ
Ｏ
Ｌ

Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｌ
Ｇ
Ｐ

Ｒ
Ｐ
Ｐ
Ｗ
Ｍ
Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｉ
Ｕ
Ｅ
酢
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｏ

Ｃ
Ｈ
Ｓ
Ｎ
皿
Ｍ
Ｕ
Ａ
Ｙ
Ｎ

２
１
３
２
１
２
２
３
３
１

７
０
４
５
１
６
４
８
３
９

６
３
３
４
６
１
８
９
６
３

９
１
１
５
８
３
４
８
７
１

３
４
４
３
３
４
３
３
３
４

Ｐ
Ｗ
Ｍ
Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｎ

Ｕ
Ｅ
酢
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｏ

Ｓ
Ｎ
皿
Ｍ
Ｕ
Ａ
Ｙ
Ｎ

５
６
３
５
６
７
８
７
４
５

１
１
１
１
１
１
１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

３
３
３
３
３
３
３
３
３
４

３
９
３
０
４
５
８
７
２
６

７
６
１
４
７
６
７
７
０
９

７
８
１
３
１
６
７
０
７
９

０
０
１
１
３
３
３
５
５
５

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

１
７
５
４
７
８
５
５
２
０

４
４
１
３
３
３
４
５
１
３

１
７
９
８
８
１
３
７
１
０

４
５
５
３
１
５
２
３
１

３
９
３
０
４
５
８
７
５
６

１
４
２
１
４
５
４
５
５
４

８
４
３
９
９
７
３
２
７
３

３
４
２
０
０
０
２
５
０
４

６
６
５
６
６
６
６
６
５
５

０
０
５
９
０
０
０
２
５
８

４
４
３
３
４
４
４
４
３
３

武部芳宣
大塚克巳
山科誠
佐藤文昭
山本和秀
藤山卓男
辻宗和
山本誠
竹内保史
石黒徳衛

５
５
０
５
５
０
５
０
５
５

７
６
７
３
３
４
０
５
２
０

６
６
９
７
７
７
７
６
０
９
１

SWING28

YOK28

X－402

EDV－30

SWING31

“：YOK－32

FEEL316

PIONER9

FIRSTEURO

WATANABE36

"‐

Ｓ

Ｓ
Ｒ

Ｉ
Ⅲ
Ｅ

Ｎ
Ⅲ
Ｋ
’
３
Ｖ

Ｏ
Ａ
○
Ａ
Ⅳ

Ｉ
Ｒ
Ｈ
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｅ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ｆ
Ｓ

Ｓ
Ｌ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｅ

Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ａ
Ｇ
Ｎ

Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｇ

Ｑ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｃ
Ｈ
Ｂ
Ｓ
Ｍ
Ａ

８
２
８
２
０
７
７
８
０
８

３
１
６
９
１
２
６
５
８
２

１
６
７
５
９
９
２
６
５
８

４
３
３
３
３
２
４
３
２
３

３
３
１
２
２
２
２
３
１
１

Ｌ

3

９
０
８
９
０
１
２
６
７
８

１
２
１
２
２
１
１
１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

４
４
４
４
４
４
４
４
４
５

１
６
０
１
６
９
０
９
７
０

５
１
３
９
５
５
８
０
７
３

２
５
９
９
９
９
９
５
６
８

６
６
６
６
７
７
７
８
９
９

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

１
８
６
６
８
９
０
６
３
５

５
４
４
５
５
４
４
３
４
３

１
１
０
２
３
１
０
０
０
９

４
４
４
４
４
４
４
４
４
３

５
１
７
９
８
８
６
０
９
４

２
１
５
３
１
３
４
５

１
６
６
１
６
９
０
９
７
０

５
３
５
２
２
２
３
４

９
２
３
４
９
５
８
０
２
９

１
１
３
４
４
０
８
７
８
５

６
６
６
６
６
６
５
５
５
５

松木武男
福本金生
樋口亮一
三浦征幸
原田八郎
菰田光治
S、SHIMADA

加藤民夫
古川正雄
山崎利治

YOK－30N

YOK－31

YOK－26

SWING28

SWING28

SWlNG31

BALTIC35

SABRE38

YOK－33

U－38

５
０
５
５
５
５
５
０
０
０

１
３
８
６
５
４
８
３
０
６

７
７
６
６
６
７
７
８
８
８

ＣＩＧＡＭ

ｍ
Ｅ
ｏ
叩
Ⅵ
識
Ｒ
邪

Ｅ
３

Ｄ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｙ
Ｉ
Ａ
Ｉ

Ａ
Ａ
Ａ
．
Ｃ
Ｌ
Ｒ
Ｚ
Ｅ
Ｈ

Ｉ
Ｖ
Ｎ
ス
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ａ
Ｕ
Ｔ

Ｒ
Ｉ
Ａ
レ
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｅ

Ａ
Ｖ
Ｈ
テ
Ｄ
Ｆ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｔ

２
２
３
３
３
２
２
１
１
１

８
３
８
３
６
３
４
０
３
０

８
０
１
２
２
５
０
０
２
８

９
２
０
３
４
２
６
３
６
３

３
３
４
４
３
２
１
４
２

３

３
４
１
９
０
２
３
５
６
７

２
２
１
１
２
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3

ペ ナルティについてレース委員長宮坂敬三
1）スタート時のリコール艇に関してはペナルティ5％を加算。
2）スタート時のマークタッチを解消する際に360度しか回転しなかった艇は，ペナルティ3％を加算。
3）ただし，セールNo.3868,OPABINIAは,2)のマークタッチにもかかわらず，回転することなくレースを行い，
フィニッシュしたためペナルティ5％を加算。
4）セールNo.3868,OPABINIAは到着順位1位ではあるが,3)のペナルティによりファーストホーム賞は，到着
l1頂位2位のセールNo4352,BLACKSHEEPとなります。
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■新登録艇のご紹介
ミロク

4178弥勒-IU-30霞ケ浦9.15m

X7.00×3.20×1.75．オーナー代表／太

田宏◎共同オーナー／伊藤猛・田口淳二

・中村勝三．艇名の由来/柳田邦男「海

上への道」より，江戸時代，茨城県鹿島地

方に一時代，非常に栄えた時期があり，そ

れを俗に『ﾗｳ勒時代」という。それにあや

かって，私たちも，よりよく栄えたいとい

う気持ちから。◎これからの抱負／大型

艇までも自作出来るようになり，それで，

グアム・ハワイまて｡行ってみたい。◎ク

ルーの顔ぶれ／霞ケ浦ヨットハーバーにあ

る，アドニスヨットクラブの仲間。◎そ

の他NORCへの要望／特になし。

4375HANAKOOSEANIS390

大阪北港Y.C.11.65m×10.15X

3.90×1.65．オーナー氏名／岸田貢知り合い，前艇ハナコ(35ft)にて活動｡仕

◎艇名の由来／縁があって我が家に生後40事以外で本当に気の許せるすばらしいク

日でやって来た“迷犬”の名前。彼が我がルーの面々・つづいてあと6名◎その他

家に来てからは，自艇も26フィートから35NORCへの要望／大阪湾を，あの水の汚

フィート，そして今回の39フィートと，どい大阪湾を，カラフルなスピンでもつとき

んどんグレードアップ。今だにグレードれいに，デコレーションしましよ・そし

アップしていないのは，彼のヒルオ､ぐせ。て，みんなて綱仲良く遊びましょう。

◎これからの抱負／大阪の1膳のはずれ4410デシジョンデヘラー36サントピ

にあるヨットハーバー。今，若者の最高のア11m×9×3.5×1.98．オーナー氏

デートスポット。ならびに過去4年間8名名／鳥井親一．艇名の由来/30才になっ

のクルーの皆とすごして来たヨットライフ。た時に一号艇を購入。自分で判断すべき年

環境もいいし，艇は新しい。こんなごきげになったことを自覚する意味て儀この艇名を

んなことは本当にない。これて火阪湾がもつけました。◎これからの抱負／厳しさ

う少しきれいだったら申し分なし。◎クの中にも，楽しいレースへの参加を指向し

ルーの顔ぶれ／大阪湾て、クルージングをしていきたい。
へ

ていた私と琵琶湖て､レースをしていた山田

佳人君（大阪市職員）と，帆船まつり'83で

鍵鍵鍵蕊寧通信関係頒布物品価格改訂について布係 物 価格
，ト－乳､"＃･‘；孝

騨,-ビ

NORC通信委員会､つ

NORC通信委員会では下記物品の頒布を行ってまいりましたが､諸般の事付属消耗品
情によl)価格の改訂をさせていただきます。－

尚、お申込、お問い合わせは本部事務局まて．お鯛､致します‘
MR1001用バッテリー

イーパブ(RLB-12型)バッテリー

イーパブ(RLB-20型)バッテリー

5,000

零℃､…識通信頒布物品名

VHF-FM船舶無線装置MR2001(固定型）

VHF帯用アンテナ

VHF-FM船舶無線装置MR1001(携帯型）

価格

輸入中
78,000

12.000
8,000

イーパブをお持ちの艇のオーナーの方へ.ノ

イーパブ(RLB-12/RLB-20)のバッテリーの有効期限は大丈夫で､しようか

？調べていただき、切れていたら新しい物と取り替えが必要です。

※無線装置取り付けについてのお問い合わせも本部事務局までどうぞ。

75,000

イーパブ(RLB-20型） 75,000
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'901<ENW○○DCUPに参加して

イリカイホテルの前，アラヮイヨット

ハーバーのはずれに鮮やかなライトブルー

の艇が肪ってあった。通りすぎざまに目を

向けた私であったが，ハルサイドの艇名は

ポンツーンにさえぎられ良く見えず，誰の

デザインかなと思ったくらいで特に気にと

めることはなかった…。

今回,"PROPAGANDA"のlク

ルーとしてこのレースに参加できた私は，

久しぶりにハワイの澄みきった空気のなか

を空港からホテルへ直行し，その足でハワ

イY.Cに急いだ。

"MATENROW'が速い艇て騨あるこ

-~がわかったのは，我々の艇が"BLUE

-NOTE"との合同練習を終え，モロカ

イレースの下調べに，ココヘッドまでナビ

ケーションチェックに行こうとした際で

あった。"MATENROW'はNZが日

本艇をチャーターしたものなので，当然乗

り手のほとんどはキウイ達である。まし

て,艇長のトム・ドットソンは"PROPA

GANDA"のヘルムスマン，リチャード

・ドットソンの兄貴である。この兄弟は，

2人ともNZNorthSailの代表者で，とも

に'89アドミラルズカッフ。NZチームのス

キッパーも務めている。

海上で出会った"MATENROW'の

ハルはライトブルー。紛れもなく，あのア

ラワイヨットハーバーに肪われていた艇てﾞ

あった。

へいつの間にか，我々と"MATERO

W"のあいだで，プレレースが始まった。

タ、イヤモンドヘッド東のカウラ地区。最高

級別荘地の，それこそ庭先まで入り込み，

タックをうってバウをココヘッドに向ける。

水深は10mを切っており，ハワイの澄んだ

海もあいまって，ハイクアウトしながらで

も海底の岩と白い砂が見える。この間約2

時間。ようやくココヘッドにたどり着こう

とした時点での艇差は，半艇身であった。

我々はそれこそミスがないように一生懸命

なのに，彼らは実に楽しそうにやっている。

しかもミスがまったくないのである…。

8月3日11:10,クラスEがスタートし

た。今回のケンウッドカッフ｡ではクラスC

とクラスEが一番の激戦区である。クラス

Cは言わずと知れた4艇のフィフティーの

戦い，クラスEは13艇のワントン勢の戦い

である。

このなかで残念に思えたのは，88年の

レースにあれだけの艇を送り，昨年11月の

フイフテイーレガッタにも9艇が日本に

やってきたというのに，今年は目立った艇

が"BRAVURA''と"SORCERY"

だけというアメリカ勢の少なさであった。

"BRAVURA","PROPAGA

NDA","ULTIMATE-CHAIJ

LENGE"は88年のワントンカッフ。で，

また"BRAVURA"と"PROPAG

ANDA''は89年のアドミラルカップ。で顔

を合わせるている。今回のレースでも，こ

れらの艇にはそれなりに腕の立つヘルムス

マンが乗っていたようだ。

"BRAVURA"は下から,@$MAT

ENROW'は上からスタートした。風速

は16ノット。スタートして10分も走ると必

ず順位が生まれる。日本ではなかなか思っ

たように走れなかった"PROPAGAN

DA"は，レース本番になって初めて本領

を発揮し始め,"BRAVURA"には一

歩先に行かれたが，他のワントン勢をすべ

て後にし始めた。距離は27.7マイルである

が，オリンピック＋ソーセージコースにし

ては上下がとても長く感じられる。

上一サイドー下とそのままの順位で走

り，何とかして"BRAVURA''に追い

つこうとした矢先，フオアステイを止めて

いたマスト側ステムが吹っ飛んだ。マスト

が折れなかったのはNo.1ヘビーのラフが

ショックをやわらげたせいだろう。しかし

そのラフも30秒もたたないうちにピーク付

近のシームから破れた。すぐにランナーを

ゆるめ2本のハリヤードをパウのステムに

引っかけ急場をしのぎ，メインだけでハー

バーに帰った。

ポンツーンに肪い，修理の段取りを始め

たころ，マキシ艇"DRUMBEAT"が

レースを終えて帰ってきた。信じられない

早さで､ある。我々は，急いでアラヮイマ

リーンに艇を廻し，修理可能かマスト交換

か見てもらったところ，修復できるという

ことになり，マストを抜いて作業にかかっ

た。そして，夜の8時頃までになんと力修

理を終わらせ，翌朝7:00からのセツテイン

ク・て線，第2レースに間に合うように通った。

第2レースでは，我々は第1上マークを

ワントン勢のトップで回航。途中、"MA

TENROW'に抜かれはしたが,"BR

AVURA"がフォアステイ・トラブルを

起こし，完走したものの順位を下げたの

で､，クラス2位，総合て、6位に入った。

第3レースでは"BRAVURA''1

位,"MATENROW"7位,"PRO

PAGANDA''8位であった。この時点

でのオーバーオールは,"CYCLON

E"l位,$!HEAVEN-CAN-WA

IT''2位そして@WILL","TIG

ER''の50フツター,"MATENRO

W',"BRAVURA"が上位を占めて

いた。

3本のトライアンクツレを終えて感じたこ

とは，この海域で上位を走るにはリコール

と艇の状態に細心の注意を払い，他艇との

かけひきに長けた，腕力のある一流のヘル

ムスマンを配すること力幸基本条件のように

思えた。

私は仕事の都合でここまでしか乗れな

かったが，モロカイレースで1位を取った

"CYCLONE"が第5レースでも2位

になりながら影冬レースでのデスマストで

総合7位に甘んじざるを得なかったよう

に，このシリーズカ艇とクルーにいかに無

理を強いているかがわかると思う。途中ま

てf上位につけていた"BRAVURA"で

さえ，最終レースにブームを折り12位に甘

んじた。逆にノートラブルでポイントを稼

いだ"MATENROW"が勝利を得たの

である。

ハワイはトロピカルがゆえに，走ってい

る間に受けるストレスは見落としがちであ

る。このシリーズに出場した日本艇の大多

数は，続くジャパンカッフ。にも出場するだ

ろうが，それまでに艇のメンテナンスを十

分にやらないと，今度こそトラブルに見舞

われることになるだろう。

ハワイに来ていつも思うのだが，本当に

日本に持って帰りたいと思うのは，ケン

ウッドカッフ･のスーベニールでもなけれ

ば，ハワイの気候でもない。ただここにあ

る，2つのヨットクラブだけだと…。こん

な思いにかられるのは私だけだろうか。

最後に’90ケンウッドカッう｡に参加した

ひとりとしてモロカイレースて、亡くなった

O6an''の斉藤さんの冥福を祈ります。

会報小委員会関恭一郎
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艇別総合1位"摩天狼"デザイナーより
第2レースの上マークをトップ回航したPROPAGANDA

BRAVURA、MATENROWが続く

“摩天狼'’デザイナー横山一郎

「日本人のデザインで日本で建造し，世

界のトップ･レベルと競い結果を出す……」

これが我々のテーマであった。このチャン

スを与えてくれたオーナー，コーディオ､一

ターの方々に感謝をいたします。

昨今のレースシーンで圧倒的な“シェ

“*蕊ア”を誇るファー・デザイン艇団，そして

サーキットレース転戦中の50フィートクラ

ス等，決してたやすく勝たしてもらえる状

況ではない。“摩珂良”はニュージーラン

ドチームの申し入れによりトム・ドッドソ

ンをスキッパーとした8人のキーウィ一達

に加えてニュージーランドて願セールメーキ

§
嚥
驚
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KENWOODCUP1990
IOR艇別成績
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ングの修行中の西村一広氏と，オーナー側

から2名，合計11人でクルーを組んだも

“摩珂良”は進水後すぐにハワイに輸送

された。さらにハワイまて、追いかけ，キー

ル1部をカットし，木のダミーに変更する

などして，レーテイング再計測，そして

レースに向けて細かい艤装調整等の作業が

日本・キーウイー共同で暑いハワイで続け

られた。

何にしてもチューニングもシェークタ、ウ

ンもまったくの時間不足であった。

しかしレースの一週間前から始まったト

レーニングで我々は確かな手ごたえを感じ

始めていた。

“摩天狼，’はレース序盤戦から前回の覇

者“ブラブーラ”そして，ワントンカッアへ

の覇者“プロパガンダ”とミツドモエの闘

いを繰り広げていた。

第1レースで“ブラブーラ”に負けたも

のの，第2レースでは総合3位，クラス1

位となった。最終マークまで，クラス2位

で追い上げていた“ブラブーラ”はヘッド

ステートラブルで大きく遅れてしまった。

それ以後“ブラブーラ”とは1位と2位

を交代て取り合う厳しい戦いを続けた。

総合では50フィートクラスがやはり速〈

4位までを独占していた。しかし，“摩天

狼”と“ブラブーラ''が僅差でピッタリ背

後につけていた。最終レースでの結果によ

りこの6位までのどの艇にも侭勝の可能I生

が残されていた。

“摩遍良”はレース中盤からスピードに
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１
１
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２
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１
０
４
７
１
１

６
５
４
３
３
３
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自信をつけ，ロングレースでのスピード競

争に期待をつないでいた。この最終レース

で上位グループが崩れ去って行き，追いす

がる“ブラブーラ”もブームトラブルによ

りリタイヤした。楽になった“摩遍良”も

復路北上しカウアイ島に少し近よりすぎ

カームにつかまってしまった。後続のワン

トン艇団が先行して，その後の必死の追い

上げにより大幅にリカバーしたものの，ク

ラス4位（総合4位）となってしまった。

なんとか3艇の同点1位となったが，最終

的に修正時間の合計タイムが最短であった

事により，シリーズ総合1位力確定した。

状，サイズ共にオフ･ティマムが決まりつつ

ある。

‘‘摩天狼”はチューニング不足とはい

え，世界のトップスピードの確認を行った。

しかし我々はこのシリーズを通じて，何が

良かったか，何を改良したらもっと良くな

るかを知ることができた。この艇はまだ速

くなる可能|生を秘めていると思う。

当然，今後のデザインを発展させる上で

の重要な肺薩忍と方向性の油屋を行う事がで

きた事は大きな1罐であった。

我々はこの夏ハワイの海で，さらに速い

デザインを創り出すための改良点をいくつ

も発見したことになる。

お断りしておきますが，このような技術

はレーサーのためだけのものではなく，快

適に楽しくセーリングするすべてのヨット

に反映できるものが多く含まれている事を

御理解していただけると幸いです。

“摩珂良”はツポヰヨットで建造された。

この艇にとってもう一つの重要なポイント

は構造と建造方法である。

エポキシレジン・カーボンファイバー・

プリウェットシステムを独自に開発し，

デッキとハルにアラミドハニカムを使用し

ている。

加熱硬化室を設置し，％トンクラスによ

るテストを数回にわたって行った。

構造物の軽量化は予想外にうまくいき，

バラスト比は70％に迫るものとなった。

“摩天狼”設計番号054は40フィート

ワントンカッパーとしての最新設計て慰ある。

我々にとってこのサイズのデザインとし

て7番目のものであり，この数年間の新し

いアプローチを反映した全く新しいデLサミイ

ンて編ある。

この3年間％トン，滋トンで船型，

ﾍﾌｨﾝｷｰﾙ,ﾗﾀﾞｰ,ヂｯｷﾚｲｱｳ

ｰﾄ，構造等に思いきった新しい試みに挑戦

して来た。“リッフ･ル”“ハート”“ダイ

アモンド”“ブルーサンシャイン”“エ

ミ”“ジャスト”等々，そして内外のトッ

プ。セーラー達にも乗っていただき彼等の意

見をもとに改造を行うなど，各オーナーの

理解と協力により実艇テスト力號けられて

来た。

また，我々はニッポンチャレンジ・アメ

リカズカッフ。のキャンペーンにデザイン

チームの主要スタッフとして種々の活動に

参加して来た。

当然船の形は異なるが，水槽テストによ

るモデルテス|､や，各種のシミュレーショ

ン・スタディにより，各々の性能パラメー

ターの効果効率をチェックする事もでき
へ尹

呈O

これは日本の造船技術の誇る優れた研究

設備とアナリスト達の助けによる所が大き

いハ

このキャンペーンを通じて得られたもの

は当然『侭勝』という結果だけて癖はない。
j
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このデザインは中風からやや強風まで対

応できるデザインとして考えられた。

船体として，やや小さめの船型を選びI

ORルールによるデフオーメーションがな

るべく小さくなるようにした。特に前後方

向のラインのフェアオ､ス，ボリューム分布

のフェアオ､スに細心の注意を払った。

アペンデージに関しても数年前に西独の

スピードウェーブ社にフィンキールのテス

トを依頼して以来，我々独自の研究をさら

に進め，いくつかの発展型を創り出し，機

会をとらえて実艇テストを続けて来た。形
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噛
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第3レースの“プロパガンダ，と“マテンロウ”（写真提供：舵社）
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NORC保険デスクより 三崎にゲストバース出現
三崎北条湾日の出岸壁（三崎サウナ

前）にフ･レジャーポート専用有料ポン

ツーンが8月上旬に出来，連日係留する

ヨットで賑わっている。このポンツーン

はサーブ'90のテストケースとして設置

されたもので，すでに約百艇が利用した

とみられ，三浦市側て鹸は一定の成果が出

れI灘断売も可能で､はと見ている。このポ

ンツーンはゲスト専用バースとして，三

浦市役所地域振興推進本部が設置し，三

崎漁業協同組合に管理を委託している。

三崎港は本来，特定第三種漁港の指定を

受けている為プレジャーポートは利用出

来ないが，土曜・日曜・祭日には多くの

フ･レジヤーポートが三崎魚市場周辺に係

留し，宿泊・食事・買い物をして楽しん

て誤いるのが現状である。しかしこうした

係留は法の上では認められず，『不法係

留』となるが,サーブ'90三浦会場のテー

マ噺しい海業（うみぎよう)jのテストグヘ

医療保険金の請求にあたって

搭乗者傷害保険では，ヨットに搭乗中，

偶然な事故により搭乗者が死傷した場合に

保険金が支払われます。

保険金としてI死亡保険金』『後遺障害

保険金』『医療保険金」がご契約に応じて

支払われます。

「搭乗中」とは，「手か足がヨットにか

かったときから，身体のすべてがヨットか

ら離れるまで」をいい，場所は海上，陸

上，保管中を問いません。

「医療保障付」でご契約になりますと，

ケガによる入院．通院日数に対して,1日

あたり，万円の医療保険金が，事故の日か

ら180日限度で支払われます。

事故報告は，オフショア5月号て穣お知ら

せしたとおりです。

保険金請求は，医師の治療を受け平常の

生活もしくは仕事にさしつかえない程度に

治癒された後に，手続きをとらせていただ

きます。

手続きには次の資料が必要ですので､ご提

出にご協力ください。

①診察券のコピー

②診断書（治療日数が3日以上の場合に

必要となります｡）

③傷害事故証明書（所定用紙があります。

被保険艇での搭乗中の傷害事故である

ことをオーナーカ証明する書類です｡）

上記必要資料の受理後，当デスクで保険

金請求書を記入致します。

保険金請求者は，ケガをされたご本人と

なりますので，請求内容の確認とご捺印を

いただくことになります。また，保険金は

ご指定口座への銀行振込によりお支払い致

します。

ご不明な点はお問合せください。

1990.6.1現在

TEL･FAX

T：O3-586-6297

F：03-584-6203

NORC認定代理店一覧

名称.会員名｜〒住所

㈱石ﾉ11保険
事務所
石川昇

lO7東京都港区

赤坂3-1-2
AIU赤坂ビル

210横浜市鶴見区

市場大和町4－1

仙台屋ビ.ル202

㈲オフィス

・マリン

ニ階堂隆

T：045-503-5377

F：045-503-1406

根岸

保険事務所

根岸径樹
８
７
４
０

町
８
刈

新
渚
市
鋤
梅
台
青
町
８
新

９１ T：0428-31-5894

lO7東京都港区

赤坂3-1-2
AIU赤坂ビル

㈱

ピーアイエー

秋岡康夫
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８
６

１
６
３
６
５
５
７
９
２
１
９

１
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８
９
６
６
１
４
９
３
６

４
６
７
２
６
６
０
６
３
１
２

４
２
０
６
－
－
２
１
’
－
８

’
一
一
－
４
４
’
－
１
３
－

６
３
３
４
８
８
１
１
８
８
５

８
８
８
８
５
５
１
１
－
－
０

５
５
５
５
一
一
９
９
２
２
４

－
一
一
－
５
５
－
－
４
４
－

３
３
３
３
４
４
６
６
５
５
３

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

Ｔ
Ｆ
ｌ
Ｔ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｔ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｔ
Ｆ
ｌ
Ｔ
ｌ
Ｆ
Ｔ

107束京都港区

赤坂3-1-2
AIU赤坂ビ.ル

㈲T・A

代理店
酒井直樹

23O横浜市鶴見区

下末吉1-8-l4
岡安ビル202

初タケウチ

エージェンシー

竹内誠

笹岡損害
保険サービス
笹岡耕平

538大阪市鶴見区

浜2-4-47 として全国にさきがけ実現した。地元商

店からは「ヨットマンが買い物・食事に

海から来るようになった」と係留以外の

経済波及効果が認められている。獅船と

プレジャーポートはともするとI敵対関

係lにあるが，漁港内の秩序つくりの試

金石として始められただけに，現在まで、

のところ『まずまずの成果」（市役所地

域振興推進本部山口理事）をあげてい

る。またこのポンツーンはサーブ'90の

期間に限っての設置だが，早くも市民の

中には継続を求める声も出始めており，

市で､も漁船とフ・レジャーポートとのルー

ルづくりの為にも，設置を継続する意向

であるようで，積術郵勺に利用されたい。

たﾒ芽i1用者からは「料金は決して安くな

い」との意見が多い。当編集部の調査に二一

よると，一日当たり料金（消費税別）は，

保険の
カトー

加藤幸雄

422静岡市石田

3－15－5

106東京都港区
南青山3-8-14

パーク青山

T・I．C

田中斎英

475半田市亀崎

6-80-14

KATO

加藤繁雄

T：0569-28-2340

733広島市西区

天満町3-19

㈲サトー

佐藤克則
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Ｆ
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Ｔ
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０
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４
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１
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４
４
２
２

９
３
２
２
一
一
４
４
７
７

２
２
｜
’
６
６
２
２
’
’

一
－
９
９
９
９
－
－
４
４

２
２
６
６
９
９
２
２
６
６

８
８
５
５
５
５
８
８
８
８

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

475半田市吉田町

4－108－1

鈴木総合

保険事務所
鈴木幹夫

516-01三重県

度会郡南勢町
船越3113

㈱ファミリー

旅行社

寺田順

知久

保険事務所
知久良広

73O広島市中区

富士見町2－9－103

㈲片山，

保険事務所
片山彰造

71l倉敷市児島

稗田町67

次の通りである。三崎マリン(200円／

フィート）．シーポニア(300円／

フィート）・葉山港(160円／フィート）

であるのに対し,20フィート未満のヨッ

トでは2時間まで2,000円,3時間まで

3,000円,4時間以上6,000円と設定され

ている為，市当局に再考を願いたいもの

である。料金問題は別として全国各地に

このようなケストバース開設を会員一団

となり，各地方自治体・関係各省庁に働

きかける時が来たと石葡言する。そして係

留場所を心配する事なく，全国各地を

セーリング出来る日が一日も早く来る日

が待ち遠しし、ものである。

会報小委員藤沢武司

☆問い合せ・申込先〒105港区虎ノ門

1-15-16船舶振興ピル4F

社団法人日本外洋帆走協会

1blO3-504-1911

NORC本部職員(計測担当）
募集

☆男子22歳～30歳固16万以上

（面談の上決定）

IOR・IMS等の計測に関する作業

およびORCルール関係の事務処理他

コンピュータ，英語に強い方。

☆主勤務地東京都港区虎ノ門

NORC本部

☆賞与2回（実績5ケ月）

☆社保，交通費全額支給，退職金制度有

☆10月31日までに履歴書（写真添付）送

付のこと。書類選考後，面接日通知致

します。

訂 正
7月号『主要役職者名簿』掲載澤軽

海峡支部長米山義勝さんの住所が間違

っていました。正しい住所は下記の通り

です。

〒042函館市本通4－'0－22

自宅TEL:0138(54)2526

会社TEL:0138(23)8412

訂 正
7月号『主要役職者名簿』掲載澤軽

海峡支部長米山義勝さんの住所が間違

っていました。正しい住所は下記の通り

です。

〒042函館市本通4－'0－22

自宅TEL:0138(54)2526

会社TEL:0138(23)8412

団体窓口NORC保険デスク
東京都千代田区神田錦町1－9天理ビ､ル

東南興産株式会社東京営業所内
担当：有光庄子，長尾光
TEL：O120-O24410FAX：03-291－2289
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性能と履きやすさを追求して生まれたハーケン･オールレザーボートシューズ｢チタニウム｣｡US最高の品質を誇る柔かいなめし皮、

「ハイドロペル｣を使用｡更にシリコン加工され､携水性､最高の防水性能を確保しています』

特製のソール｢ウェーブライダー｣は土踏まずと爪先､かかとを支えるラバーによって、

又､濡れたデッキでも素晴しいグリップを約束してくれま説

H2000

ンズはホワイト地十ブルー

イト地十ﾚｯﾄ'･ﾋﾟﾝｸ/ホワイト地十クレイ

￥11800

ハーケンジャパン株式会社〒662西宮市西宮浜2-21-9TELO798(22)2520



180WHORf

，，

／‘打本宅〆/し
ルーたちが本番さながらに湧疑ダッキング

マッチを演ずるのをデッキ上から見学する

という演出が用意されていました。同乗さ

れた方のお話によると，コックピットは

広々としており作業はしやすそう。だが，

デッキから見上げるメインセイルは広大

て譲，スピンオ､－カーに至っては巨大な熱気

球を見る思いがする。あれを上げ降ろしす

るためにクルー1人1人に要求されるパ

ワーは12メーター級の比ではない，という

ことでした。

この2号艇"AC6''の進水によって

ニッポンチャレンジの活動はいよいよ本格

的になってきます。来年5月の世界選手権

の開催まて、8ヵ月。それまて鹸には，他シン

ジケートのACポートも多数進水している

ことで､しようし，アメリカズカッフ。・フ

ィーバーはますます加速度を増すでしょう‘

8月30日，ニッポンチャレンジのアメリ

カズカッフ。・クラス艇の2号艇"AC6''

力愛知県蒲郡市のベースキャンプて．進水し

ました。4月22日の1号艇"AC3"のと

きと比べるとごく簡素な進水式て．したが，

クルー・トレーニング，そしてレース艇の

データ収集にとっては1号艇以上に意味を

持つこの2号艇の進水は，ニッポンチャレ

ンジにとってはカップ獲得に向けて大きく

飛躍する大切な課程の一つです。

外見上は1号艇，2号艇とも大きな差は

ありません。ウインチの配置などのデッキ

・レイアウト，マストを支えるバックス

ティをリードするデッキ位置デッキのカ

ラーリング，船体のカラーリングなどがほ

んの少し異なるくらいです。もともと，同

じ性能の2艇を走らせることによって艇の

データを収集し，クルーの訓練をする意図

で諜汁・建造されたACポートですから，

この2艇がほとんど同じ恰好をしているの

は当たり前なのて、すが，慣れないうちは，

どちらが"AC3''で"AC6''か，一瞬

とまどうことになりそうです。余談になり

ますが,1987年アメリカズカッフ。の予選で

は，防偉瀬lのクッカバラ・シンジケートが

まったく同じカラーリングの“クッカパラ

II'',@クッカバラ1II''を，あるときは一

緒に走らせ，あるときは別々に走らせたも

のですから，マスコミをはじめ外部のもの

はあれは“クッカバラII"だ，いや違う

“クッカバラ1II''だといろいろやりあった

ものです。ライバル・シンジケートを混乱

させるにはいいかも知れません。

この日は，進水式に参加したニッポン

チャレンジのオフィシャル・スポンサーや

サプライヤーの方々が2艇に分乗し，ク

亀

ｋ

#《

塵

琴

一

戯

鍵

輪

=二

C･デゾクソンノメリッ入カツ易を制す
8月22日から25日まで，神奈川県三浦市ンが直接対決を待たずに共に2勝となった

城ケ島沖で｢メリットカッフ｡｣(後援:NOため，予選での直接対決をキャンセルし，

RC関東支部ほか)が行われた｡12m級ヨツ決勝ラウンドへ。ギルモア先勝の後をうけ

トによるマッチレース形式のこの大会にた第2レースでは1分14秒差，最終レース

は,世界を代表するP･アイスラー,P･ギルでも1分26秒の大差でデイクソンが逃げき

モア,C･デイクソン,南波誠が参加した。り侭排した。また3,4位決定戦では南波

予選ラウンドでは，ギルモア，ディクソがアイスラーを22秒差押さえ3位となった。

’

患『二二睦饗
壺蜑

＝弓1..

写真提供：産經新聞社
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上残贈乱群

海 ’BCin"

第3回東京ポート天国は9月9日晴海

で,NORC東京フリー|､．中央区ヨシ|、

じました。心のゆとり……です。優雅な品

の良い揺れでした。ステキて､､すね。（女性4

1才）等の感想が寄せられ，短時間では

あったがヨットを理解していただき，海事

思想普及活動を果たす事ができた。T.B.C-

.matein晴海は21艇により12時21分スター

トし，第1上では，先程まで乗っていた艇

に大きな声援が飛びかうなか各艇は，東京

タワー，高層ビル群を背景にスピンを展開

した。保安部から2名の強力助人？が神風

丸に同乗し，サイレンを鳴らさず追い抜

き，ファーストホームに輝いた。13時30分

にふじ丸，にっぼん丸力和次いで入港し，

メインを揚げフォーンを鳴らし，乗客は手

を振り答えていた。来年は隣接フリートと

協力し，多くの艇の参加により東京港を

ヨットで埋めつくしましょう。

東京フリートキャプテン内藤恒夫

連盟・東京都ヨット連盟の各団体の初共催

で開催された。ポート天国水域設定と航泊

禁止の措置をしていただいた東京海上保安

部，前日から10艇の泊地をお世話いただい

た港湾局のご後援と，晴海乗船場を使用さ

ずーていただいた東京都観光i司船株式会社
五洋建設株式会社のご協力で､，体験乗船，

T.B.C.matein晴海，ふじ丸・にっぼん丸

の津上歓迎の三本立てで行われました。開

会式て叡は，内藤フリートキャフ。テン．石井

中央区連会長・貞岡東京海上保安部航行安

全課長の挨拶があり，地元築地四丁目青年

会の方々を始め85名が，木更津・浦安．東

京港マリーナと地元闘裡の為遠路沼津から

参加の茶々丸等30艇に分乗し，晴海沖を約

1時間にわたり楽しんだも体験乗船者から

は，一度ヨットレースに参加してみたい。

（男性28才）．気持ちよかった。自分で

ヨットを持ちたい。（男性20才)･私もお

金ためて，ヨットを買いたい。（女|生16才）

・帆は自然に左右に動くものと思っていま

したが，タックという人魂勺作業によるも

～)という事は知りませんで大変な事だと感

各艇に分乗して1轄萸乗船へ
F

壁ゞ。↑《
ファーストホーム．修正2位に輝いた“風神丸”



ノ

OF応HORI 20

廿醐▽

速 報

.H

1

型＝
ロ

…

原裕次郎メモリアルヨットレース裕石 リメモ ヨ
意気な演出も例年通りだ。参加143艇がC

Rレーテインク守のAクラス，レーテインクﾞ

なしのBクラスに分かれて行われた。

ゼオ､リコ1回ののち,10時15分,121艇

の大フリート,Aクラスがスタート，続い

て10時25分,Bクラスがスター|､を切った。

スタート時の風は2％･タ､ンゴ状態のフ

リートはなかなかばらけず，苦労した艇も

多かったようである。が，次第に風も上が

り，絶好のヨット日和りに。ギンギンのI

OR艇，年に一度のレースというファミ

リー艇，みなそれぞれに夏の一日を楽しん

でいた。

結果の方は,Aクラスでは@｣SLEEPER''

が"KARASU''に12秒のきわどい差をつけ

てファーストホーム。修正でも1位の完全

侭勝を勝ちとった。また慎太郎会長の子

息，伸晃代議士と開憂の良純氏が乗りこん

だ"CONTEssAm''も修正29位と健闘した。

BクラスではJ-24の"PERO''が他の大

今年で4回目を迎える関東支部主催，

『石原裕次郎メモリアルヨットレース」

が，晴天の8月26日行われた。

コースは油壺沖をスタート。ウェザー

マーク→葉山沖マーク→網代崎燈浮標→

フィニッシュの16マイル。葉山沖で､は，

「裕次郎灯台』をポートサイドに眺める小

型艇を押さえ着順で､も2位，修正1位に輝

いた。

レース後には表彰式がサーブ'90三崎会

場内シーサイドステージにて行われた。協

賛各社より贈られた豪華な賞品が当たる一

抽選会，ピンゴゲームなどで大いに盛り上＝

がった後，成績発表，表彰に。Aクラス優

勝の$@SLEEPER''には英国の高級陶磁器

メーカー『エインズレー社』より寄贈項い

た「裕次郎メモリアルカップ｡」時価400万

|-'Iが手渡された。

山
一

憲冨？ 噴畢写声

愚
零
選

篭
茎

1

裕次郎メモリアルカッズIを受け取り大喜びの"SLEEPER

武音嬉一オーナー(中央）とクルーの面々‘コンテッサⅧ"に乗艇する石原伸晃代議士(右)と良純氏

Bクラス風速4ツ〈距離16m

sML|艇名

安岡信一へスタート1990年8月26日10時25分0秒レース委員長

ｵー ﾅ-|TYPEIRmIT"|f『靜嘩|修正時
到着

順位

総合

順位

２
５
１
３
４
２
１
０
７

２
６
４
９
３
３
９
８
３

１
４
６
７
３
０
０
５
９

４
１
３
３
４
４
１
３

PERO

MAUPITI

LEILANI

月波
ジューンブライド
ブルーノ、

Dr・FEELGOOD

粒灸Ⅲ
MOULINROUGE

保苅理
岩田禎夫
田中維大
有賀信也
鈴木禮三
石塚益男
坂本歩
駒崎旦郎
斉藤浩一

０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０

型
詔
２
詣
誕
、
訂
弘
Ｌ

ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
２
ｌ
Ｈ
Ｍ

Ｊ
Ｒ
釦
Ｅ
Ｏ
ｌ
Ｃ
Ｅ
お

Ｆ
Ｙ
Ｌ
Ｆ
Ｎ
Ｒ
Ｄ
Ｍ

Ｃ
Ｕ
Ａ
Ａ

Ｒ
Ｄ
Ｙ

○

２
４
８
２
０
８
８
８
２

１
３
４
２
１
１
５

６
６
４
７
４
７
９
０
４

２
１
１
２
２
２
３
４

４
３
４
４
４
４
４
４
４

２
３
８
２
０
８
８
８
２

７
７
８
４
４
３
５
０
９

７
８
２
４
８
０
１
２
０

４
４
５
５
５
６
６
６
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
２
３
４
５
６
７
８
９

２
１
３
４
５
６
７
８
９

DNF:SAGAMI－Ⅱ，エリックス，月光Ⅲ，ティンカーベル,HIMIKO3,ダークホース，アルローネ,CAMAROT,ジェロニモ，
スタージョン，BIGDEAlⅥ

DSQ：CYGNUSVオーブン参加:FOLLOWME(4260/S.CURRIE/トリマラン/E.T.3:47:10)

〈レーティングについて＞

実行委員会は，当レースの主旨はIOR/JORレーティングを所持していない,CRのみの所持艇を主体として考えている。そのた

めBクラスにIOR/JORを所持されている艇の申し込み，また以前所持されていた艇は,Aクラスとした。

またレース委員会とクルーザーレーティンク委員会と臓議の上，データが多い艇憧については，同一レーティングとした。IOR艇に

ついては，前年の当レースの成績関東支部レース，『ジャパンカッフ］の成績及び参加等を勘案し，5～3％，又，〆切り後の申し込み

艇に2～1％のプラスアルファを加算した艇もあるが，当レースのハンディキャップ。として決定した。尚来年の当レースのハンディ

キャップ・も今年の成績等により考慮される予定で､ある。

DSQはリコール艇と，中には網代崎燈浮標(H"1廻り）を不通過した艇が多く含まれている。レース副委員長初鹿野幸生
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念石原趣郎
辱楓メモリアルヨツトレース成績表
Aクラス風速4挺距離16Mスタート1990年8月26日10時15分0秒レース委員長安岡信一

SAIL

Nu

所要時間
HMS

到着

順位

総合

順位
艇 名 修正時TYPEオーナー R、、 T、A

武部喜一
斜森保雄
沢野裕治
高橋伸博
蒲谷和行
能條秀夫
田沼英明
沼田尚文
平松栄一
大儀見薫

蛇
如
妬
釦
４
Ⅱ
弱
４
Ｒ
認

Ｍ
Ｋ
Ｒ
Ｋ
／
釦
Ｋ
／
Ｓ
Ｒ

／
Ａ
Ａ
Ｏ
３
Ｒ
Ｏ
３
釦
Ａ

Ｎ
Ｔ
Ｆ
Ｙ
Ｒ
Ｙ
Ｙ
Ｘ
Ｋ
Ｆ

Ａ
○
Ｆ
Ｙ

５
０
９
９
２
５
１
１
８
０

５
０
１
７
０
２
０
６
８
３

３
８
５
３
０
８
０
５
０
０

３
３
４
３
３
３
３
１
３

Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｎ

Ｒ
Ｓ
Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｍ
Ｄ

Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｎ

Ｒ
Ｕ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ⅱ
Ｈ
Ｐ

Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｐ
１
Ｆ
Ｅ
王

Ｅ
Ｒ
Ｖ
見
Ｌ
ジ
Ｌ
う
り
大

Ｌ
Ａ
Ａ
Ｙ
ｌ
Ａ
エ
Ｎ
切

Ｓ
Ｋ
Ｌ
再
Ｓ
ル
Ｈ
サ
ー
波

０
０
０
５
５
０
０
０
０
０

０
２
９
１
２
８
１
９
８
０

１
１
１
８
８
７
９
８
７
６

１
１
１

１

０
６
６
４
２
３
４
８
３
８

８
７
６
３
３
４
１
１
４
１

５
５
５
６
６
６
６
６
６
５

５
７
０
７
８
４
５
３
１
０

５
３
１
３
３
１
２
５

２
３
３
０
３
６
０
１
９
６

５
５
５
２
２
２
２
２
２
５

２
２
２
３
３
３
３
３
３
２

５
１
４
３
６
６
１
５
３
２

９
７
５
７
０
０
８
８
７
２

０
１
３
８
１
１
１
１
２
３

１
１
１
１
２
２
２
２
２
２

１
２
３
８
２
３
７
９
６
４

１
１

１

１
２
３
４
５
５
７
８
９
０１

、

ＭＥ

Ｎ
Ⅲ
Ｒ

Ｏ
Ａ
Ｂ

Ｒ
Ｒ
Ｅ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｔ

Ｃ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
Ｅ

姫
Ｅ
建
Ａ
Ｐ
楽
Ｎ
魂
双

Ｌ
Ｍ
Ｉ
Ｏ
，

織
Ｅ
倭
Ａ
Ｒ
Ｎ
写
Ｇ
紫
無

古川保夫
小高敏夫
山口徳行
佐々木義隆
硲俊弘
内海哲
熱田二士行
神戸静江
士橋照泰
山崎芳夫

５
０
８
５
６
９
９
１
６
７

３
６
７
６
０
３
０
４
９
６

３
３
６
９
３
１
８
２
８
７

３
３
３
３
４
３
４
３
１

虹
調
詔
如
Ｒ
５
Ｒ
記
的
詑

Ｅ
Ｍ
ｌ
釦
Ｓ
弧
Ｇ
ｌ
ｌ

Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｎ
Ｋ
弱
Ｍ
Ｎ
Ｘ
Ａ

Ｆ
Ｙ
Ｄ
Ｒ
Ｏ
ｌ
Ａ
Ｆ
Ｙ

Ｂ
Ｙ
Ｆ
Ｙ
ＡＨ

０
５
０
０
０
５
０
５
５
５

５
６
７
８
０
１
９
４
８
５

０
９
９
０
８
８
７
８
８
７

１

１

８
３
２
３
８
４
０
７
９
９

８
０
０
８
３
３
４
２
１
４

５
６
６
５
６
６
６
６
６
６

０
５
０
５
０
２
６
２
６
４

４
５
１
３
５
２
２
２
４

６
２
３
８
３
６
８
５
３
２

１
２
２
１
３
３
３
３
３
４

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

２
７
８
７
２
８
６
０
２
０

９
２
５
８
２
３
６
７
０
８

３
５
５
５
６
８
８
８
９
９

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

５
０
１
６
０
３
５
１
９
７

１
１
２
２
２
２
１
２

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

杉田泰一
溝口哲也
増田順一
川島正通
藤本達雄
大石巌
並木茂士
向井豊
石原慎太郎
中野昭

６
０
０
３
２
５
０
６
８
８

６
６
１
３
１
５
０
３
８
７

４
９
６
７
１
０
０
５
１
９

２
２
３
１
２
３
２
３
１

MERLUZA

Q，ROKUO

タートノレⅣ

U、F、○

FUJIⅢ

SAMOAV

月光V
絵宙人
CONTESSAⅧ

セレンディピティV

副
２
妃
Ⅱ
妬
鉦
型
、
蛇
Ｒ

Ｇ
吃
一
Ｓ
ｌ
ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｕ
詔

Ｎ
Ｕ
釦
Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
Ｒ
Ｆ
Ｏ
Ｄ
Ｏ

Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｙ

Ｓ
Ｆ
Ｙ
ＬＥ

０
５
５
５
０
０
０
５
０
５

４
４
５
９
２
４
２
８
０
６

７
９
０
６
１
７
９
９
１
８

１
１

１

３
７
７
５
６
３
２
９
０
３

５
０
８
６
７
５
１
９
８
２

６
６
５
６
５
６
６
５
５
６

６
６
４
８
１
０
４
２
４
６

１
４
５
４
４
４
１
１
５

４
２
７
９
６
７
８
５
１
４

４
３
２
４
２
４
３
３
３
４

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

８
４
４
８
５
２
２
８
４
８

０
５
８
４
８
１
９
２
９
２

０
０
０
１
１
２
２
３
３
５

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

８
８
５
２
４
０
４
２
７
９

２
１
１
３
１
３
２
２
１
２

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

一

野内宏之
平田克巳
佐藤文昭
戸田宏
山科誠
小川利男
小板橋博行
伊藤邦男
西尾正昭
浜村尊司

２
５
２
１
８
８
７
２
３
７

９
３
９
０
６
５
８
６
０
６

０
０
５
５
７
５
３
２
３
９

４
３
３
３
３
３
３
４
３
３

Ｓ
３

Ｅ
Ｓ
Ⅲ
Ｍ
１
Ｎ

Ｈ
ｌ
Ｕ
Ｋ
Ａ

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｅ

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｂ

Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｍ
Ｕ
Ｂ

Ｗ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｌ
Ｉ

・
Ｒ
Ｈ
Ｎ
Ｅ
Ｙ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｒ

ｒ
Ａ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｅ
Ａ

Ｄ
Ｍ
Ｌ
Ｓ
Ｆ
Ｍ
Ｂ
Ｋ
Ａ
Ｃ

訓
誕
釦
Ｎ
蛇
Ｎ
詔
Ⅱ
証
２

Ｃ
ｌ
｜
証
４
劃
Ｋ
Ｓ
Ｋ
Ｓ

Ｒ
Ｇ
Ｖ
Ｋ
ｌ
Ｋ
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’ 5月27日(日） ’サムタイムヨットフェステイバル1990

それぞれレースを楽しんでいる様子だ6

第1レグの中間あたりから風も4～5％

とやや強くなり，中間よりやや東にコース

を取ったl@IBIZA''がトップ。。約200

m後方を(YAM-R3011)の"NoahE

xPress"が追って行きそのままの順

位で第1・第2マークを回りフィニッシュ

となったが，レーティングで"Noah

ExPress"が逆転。クラス倒勝と＃'、

合侭勝に輝いた。またクラスIIでは，最終

のクローズホールドで良い走りを見せた

"CREEKV"がミニトンレーサーの

意地でトップ･となり，クラスIIIでは"PA

VO"(PAo-9),クラス1Vでは"MAR

IE"(YAM-21C)が優勝した。そし

て，オールドポートのクラスZでは"BO

YC2"(YAM-21cB)がクラス2連覇，

マルチノ､ルのクラスMは"SAMIT''

(STR-24)が優勝した。

また盛大に行われた表彰レセプションで

は各クラスの上位の他にも多数の賞品が贈

られ大いに盛り上がった。又，エントリー

フィーの-部がニッポンチャレンジに贈ら

れ秋山レース委員長からクリス・デイクソ

ン氏に直接手渡された。

NORC近畿北陸支部三井祥功

琵琶湖のピッグイベントとして完全に定

着した感のある『サムタイムヨットフェス

テイバル・ピワコ1990」が，今年も盛大に

開催された。早いもので今年で第10回を迎

え，エントリーも5クラスに243艇を数え

る一大イベントに成長した。

どんなヨットでも参加できるうえに，独

自のレーテイングにより，だれにでも勝て

るチャンスのあるレースであり，琵琶湖と

いう地の利と多数の賞品も人気のひとつで

あろう。また大会運営も多くの人達の協力

でスムーズなのもこの大会の良いところだ

と思う。

さて多くの大会関係者の願い力遁じたの

か，大会当日は晴天微風。しかもスタート

ラインは，フリーになるという運営にとっ

ては最高と言えるコンディションとなった

レースに出るのはこの大会だけという艇や

家族のチームなど初心者クルーも多いの

で,微風のスタートはありがたいコンディ

ションだ6北の風なのでコースはフリーで

スタート，柳力嫡沖の第1マークを回りア

上、－ム，第2マークからは真上りでフイ

ニッシュとなる。

午前'1時スタートが切られ，各艇が一勢

にスピンネーカーを上げて南に向かった。

スタートラインは約1,000m。しかしなが

ら200艇以上の艇が_勢にスタートするの

だから大変だも毎年のことながら，このス

タートの混雑の中からいかに抜け出すか

が，勝敗を左右する大きなファクターとな

る。大型のマストヘッド艇は，マストの高

さにものを言わせて，また20ftクラスの艇

は小回りの良さで集団を抜け出そうとする

が，ｽピﾝｵ､一ｶｰの屏風が二重三重と

なっており，なかなか思うようには走れな

い。

スタート後約10分，やっと各艇ばらけは

じめ，スピンオ､一カーもきれいにはられる

ようになった。コースとしては第，マーク

まて繰直弗泉で行けるがそこは葺琶湖の難しさ

て緬，均一に風が吹くことは少ない。中央の

コースには昨年の優勝挺"IBIZA''を

はじめ30ftクラスのレーサーが目立つ。水

深の浅い束よりのコースには20ftクラスの

艇が多く走っている。スタートから30分，

西よりのコースにブローが入っているよう

て鹸，西よりにコースを取った艇団が足を伸

ばしている。このコースには，テレビ局の

取材陣を乗せた39ft&fMaruko"が先

頭を走っている。トップクラスを走る腱てゞ

は，それぞれ上を見たり横や後ろに注意し

ながら走っているが，中団の艇て、は，ほと

んど宴会中の艇あり，食事中の艇ありで，

“詞3浬割

あいさつにたつクリス・ディクソン
、

今月の表紙：先月ハワイで行われた『ケンウッ

ドカップjで艇別総合優勝に輝いた@@MATENROW:

下マーク回航前の｜シーン。（撮影／添畑薫）
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吟

一
一
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セイルが風をはらむ､艇が滑り出すb物語の始まりだ。

波をこえるこ･とに､艇がﾋーﾙを繰り返すごとに、〆、
スリリングな事件に遭遇したかのように胸が高搗る。

見上げると､抜けるような青空。

風のかたちが見えるような雲のながれ。

これは､まだ見ない海の魅力という、

黄金の島を求める航海だ。

YAMAHA-34Sとの一日は、

いつもエキサイティングな期待に包まれている。

〆

伽珈A･Ms
●全長10.30m●水線長8.50m●全幅3.50m●吃水1.97m●完成重量

4.700kg●バラスト宜量1,800kg●全セイル面領53.82m:●バース数7

●呼称最大馬力l8ps●定員12名(平水)●航行区域遠洋
家写真はオプションを含みます。

■平水限定沿海標準価格例￥13,413,200
蕪2GM.2OB付。法定安全備品等が含まれています。

オプション･船舶検査費用･運貢･消黄税は含まれていません。

ヤマハ製品についてのお問い合わせは､下記までどう筵

房
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北海道ヤマハ㈱

ヤマハ東北㈱…

ヤマハ東京㈱･“

ヤマハ中部|掬・･

ヤマハ関西㈱

ヤマハ中国㈱

ヤマハ四国㈱

ヤマハ九州㈱
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缶06－535－1671

念O82-285-4911

金0878-67-3800

云092-472-5261

■天気予報を確湧して､無理のないセイリングを｡■法規やマナーを守りましょう｡■立入禁止水域や船舶航行の頻繁な水域は

避けましょう｡■点検･整備を忘れずに｡■乗船前に､免許と法定備品の確認を｡■漁業者に迷惑をかけないようにしましょう。
●カタログご希設の方は､艇名･雑誌名を明記のうえ､宣伝課まで｡●ヤマハ発動機株式会社〒438静岡県磐田市新貝2500




